
平成25年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

献血数:1,7∞人/年

献血率 :5.6%

学校献血(受入) 継続 高校、大学等 4月～3月 各学校 オリジナルファイル+oな 粗品進塁

献血セミナー 継続 高校生 毎月 各学校 血液・輸血・献血を知ってもらう場として、記念品進塁

高2生への周知 継続 全高校2年生 2月初旬 紙面lP(B5、カラー) 全ての高2生 (約8,000名)に配布されるガイドブック掲載

20代の献血者及び献血率の日
標値

献血数:6,400人/年

献血率 :8.8%

3人でいつしょに献■ 継続 大学(生、関係者) 4月～3月 各大学 献血受付に3人 (複数)で来て頂き、お菓子進呈

学生連盟イベント 継続 大学等 9月頃 イベント会場 学生献血推進連盟が主となり、同世代への周知イベント

新成人おめでとう 継続 はたちの者 1月 (成人式) 各会場での配布 新成人に、血液センター(献血)を周知するためのチラシ等

その他の目標値  、
集客:400～5∞人、献血:2割 献血感謝祭 継続 10代・20代 8月 (または3月 ) イベント会場 過去1年間に献血(10代・20代)者に、抽選でイベント招待

親子見学会 継続 小学生 708月 母体 1∞組,親子200名

福井県赤十字血液センター

福井県赤十宇血液センター

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
粟施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

.回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血紹介カード 新規 従業員 毎 月 各事業所 (リスト無)
従業員数が多いが、今―献血数力Sflびない企業向け
紹介者と献血者に粗品を進呈

ガラボン拍選 継続 従業員 毎月 各事業所 (リスト有)
サポーター登録企業&多くの献血協力がある企業向け
プレミアム的な組品(1回:極小数)、ハズレはホ

゜
ケットティシュ

献血セミナー 継続 衛生委員 4月～3月 各事業所 月1回の安全・衛生委員会で実施し、職員へ周知願う

ウ.複数回献血協力者の確保対策
~                    日

伏『" ミ対笛 ・裏 婁内容

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継統 対象者

実施時期
※具体的に計画している実

施月を記載すること
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標恒

複数回献血率を31%(年 度)
(H24年 :29。2%)

感謝の集い 継続 会員 12又 は1月 複数回献血クラブ員に対して、抽選で映画試写会に招待 (100組2∞名)

その他の目標IE
会員数:月/100人(年間1,200

人確保)
登録推進 新規 母体献血者 毎開設日 チラシを作製し、複数回献血クラブベの加入要請と共に『予約システムJの周知

工.その他

=対 策・事 業内容

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継統 対象者

実施 時期
※具体的に計画している実

施月を記載すること
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

集客:50～ 1∞人 健康増進事業 新規 比重落ち者等 8月 中旬(献血記念日)
比重落ち(献血者を含む)者へのヘルスケアとして、地産地消の食材を使つた料理教

室(健康食を紹介・試食会)を開催



平成25年度 に献血 により受入れ る血 液の 目標量 を確保するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

岐阜県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値 献血セミナー

継続 高校生
平成25年4月～

平成26年3月
10回 高校 学校に赴き出前講座を行う。

いつしょに献血キャ
ンペーン

継続
大学・短大

専門学校生
平成25年4月～

平成26年3月
20回 各大学

2人以上連れだつて献血に来た方に記念品を配布するキャ
ンペーン                ・

継続 若年層 平成25年8月・12月 2回 移動採血車献血会場 学生ボランティアの企画によるキャンペーン

20代の献血者及び献血率の目
標値

いつしょに献血キャ
ンペーン 継続

大学・短大・専門
学校生

平成25年4月～

平成26年3月
20回 各大学

2人以上連れだつて献血に来た方に記念品を配布するキャ

継続 若年層 平成25年8月・12月 2回 移動採血車献血会場 学生ボランティアの企画によるキャンペーン

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規0休眠団体献血実施10社 献血協力団体増加対策 継続 企業及び団体
平成25年4月～

平成26年3月
各事業所等

県内の企葉・団体を訪問し、主に移動採血車での全血献血の協力を依

頼する。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値

現状32%の複数回献血者を35%
まで増加させる。

電子メール、はがきに
よる協力依頼 継続 年1回の献血者

平成25年4月～

平成26年3月
電子メールやはがきによる複数回の献血協力依頼を行う。

複数回献血クラブ会
員増強キャンペーン 新規 献血者

平成25年4月～

平成26年3月
複数回献血クラブ会員を増やすためリーフレットを作成し現場で加入した献血者に対
して記念品を配布する。

lffrEf,tfr*t>
/{-> 継続 献血者

平成25年8月～

平成26年3月

一定期間に協力いただいた方で、指定の期間に再度協力いただいた方に記念品を配
布し、年2回以上の献血を促す。

工.その他

別紙5

岐阜県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している実

施月を記載すること
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

400mL献 血率を平成24年度目
標の84%から88%にする。

400mL献 血推進強
化対策

継続 献血者
平成25年4月～

平成26年3月

400m嘔 定や200mL制 限会場を設ける。推進団体に対し4∞mL献 血推進を進める。
400mL献 血実施可能な高等学校を平成24年度の5校から10校まで増加させる。



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献皿卒の目
標値

9,5∞人 5.4%(人口構成比平
成24年3月末参考)

若年層確保対策 継続 大学・専門学校 4月～7月、9月～1月 大学・専門学校 1629プロジェクトの継続

高等学校献血対策 継続 高等学校 4月～7月、9月～12月 高等学校 献血セミナーの実施、校内献血実施、4∞献血推進

高校生ラジオリレー 新規 ラジオリスナー 10月～3月 ラジオ
高校生から電波を通じて献血とは?か ら必要性等を訴え
る

20代の献血者及び献皿卒の日
標値

28,5∞人 7.5%(人口構成比平
成24年3月末参考)

若年層確保対策 継続 大学専門学校 4月～7月、9月～1月 大学・専門学校 1629プロジエクトの継続

新規 大学 5～7月、10～12月 大学内 大学内献血でイベントを実施し、記念品を進呈する

学生献血キャンペーこ 継続
一

般
7月、12月、1月、3月

イベント会場
各季節ごと(サマー、オータム、スプリング、クリスマス)の

キヤンペーにあわせて同世代の若者からの呼びかけイベ

ントを実施する。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

職業別献血者『会社員」を前年
実績の1%増 加

企業献血強化対策 新規 企業 4月～6月 実施期間中の献血協力事業所
企業内での献血協力時に新入社員対象に広報展開、記

念品の進呈

ウ.複数回献血協力者の確保対策 静岡県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

覆瓢 回融皿者の 日標恒

新規登録者数4000人 増で

総会 員数を約 1“∞ 人にする

複数回献血推進 糊 未加入献血者 4月～7月
献血カードケースに献血会場等の情報にアクセスできるQRコ ードを付けた記念品を
配布する

複数回献血推進 継続 未加入献血者 4月～3月 推進用のリーフレットの配布、加入者に記念品の配布、情報発信

工.その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 口事 栗 内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

■皿献皿400mL献 皿比率 の増
加

90.%以 上を目標
ht,..ll,L*+)d- 継続 4∞mL献 血者 6月～3月

献血者にキャンペーンカードを配布し、次回400mL献 血に協力していただくことによ
り、冬場の献血者増加を図る

平成25年度の60代献血者の構
成比を6.5%まで増加させる

終わらない献血 新規
一

般 10月～3月
60～65歳の事業所で献血協力者にハガキ等のDMで69歳まで継続的な献血を案内
する



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

愛知県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血率を6.2%にする。
学生連盟主催献血

キヤンペーン 継続 大学生等 8月、12月、3月 イベント献血会場
同世代に献血啓発のイベントを行いながら献血を呼び掛ける。
サマー献血(3月)、クリスマス献血(12月)、スプリング献血(3月)

卒業献血の推進 継続 高校3年生 12月～2月 高校
卒業という記念日を献血の契機と位置付け献血セミナー

等を開催し、学内献血における400mL献血の推進

大学・専門学校に
おける献血推進

継続 大学生・専門学校生 4月～7月、9月～3月 各学校
大学では学生献血連盟に所属する大学を主体として学内献血を実施
し、専門学校では献血セミナー等を開催し、献血協力校70校を目指す.

FtE-ffitrd*r>
,{-> 継続 17歳～29歳 未定

初回は全献血会場、紹介
は主に固定施設

17歳から29歳の初回献血者に記念品配布、17歳～29歳
の献血者を紹介した献血者に記念品配布(本社予算)

20ftの融皿率を8.2%にする。
学生連盟主催献血

キヤンペーン 継続 大学生等 8月、12月、3月 イベント献血会場
同世代に献血啓発のイベントを行いながら献血を呼び掛ける。
サマー献血(3月)、クリスマス献血(12月)、スプリング献血0月)

大学・専門学校に
おける献血推進

継続 大学生・専門学校生 4月～7月、9月～3月 各学校
大学では学生献血連盟に所属する大学を主体として学内献血を実施

し、専門学校では献血セミナー等を開催し、献血協力校70校を目指す。

継続 17歳～29歳 未定 各学校
17歳から29歳の初回献血者に記念品配布、17歳～29歳
の献血者を紹介した献血者に記念品配布(本社予算)

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名 ′

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規・休眠団体・複数回
献血実施301■

献血協力団体
増加対策

継続

献血未実施企業・

団体
休眠企業・団体
年1回協力企業・

団体

4月～3月 各事業所

①今までに献血を実施したことのない企業・団体につい
て、HP等 閲覧し、社会貢献活動を積極的に行つている団
体を抽出し、その企業・団体に対して積極的に献血の必要
性を伝え献血協力のお願いをする。
②献血実施企業・団体等にお願いし、関連企業・団体を新
たに紹介していただき、献血の必要性を伝え献血協力の
お願いをする。
③3年以上献血協力がない企業(休眠団体)について、再
度献血のお願いをする。
④年1回のみ実施の企業・団体に対して、年複数回実施
のお願いをする。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

別紙5

愛知県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
異施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ鮮細に記載すること)

複数回献血者の目標値
複数回献血者を35%ま で増加
させる。

複数回献血協力者
確保事業

継続

初回及び年1回の

献血者
複数回献血クラブ

未登録献血者

4月～9月
1 0 月～3月

1.複数回献血クラブ登録キヤンペーンを実施し、各献血会場において会員登録を強化

謂 酬 騎 鸞 驚重晋珊 珊 跳 樵
編 最霊墾確街t署魚 頼ハガキを活用して献血依頼要請併せて複数回献血クラ
ブ登録を促す。

平成25年度の数値目標 事業名

夏体雨砥… 容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

全血献血における400mL献血
の比率 90%

4∞mL献 血の推進
対策

継続
固定施設における

全献血者
4月～3月

入により数値目標を変更する場合がある。移動採血における1稼働あたリ
の確保単位数 95単位

移動採血安定確保
対策

継続
移動採血車全献

血者
4月～3月



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

二重県赤十宇血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している
実施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10ftの融皿者及び献皿率の目
標値

献血者数1,543人
(献血率2.2%)

献血セミナー
継続 高校生・専門学生 7月 ・9月 ・10月 ・11月 6回 300人 学校内教室 クイズ形式で楽しめる内容のセミナー

学生献血 継続 高校生・専門学生 10月 5回 100人 学内
授業時間内や学祭での献血実施。高校1校 ・専門学校4
校実施予定

Roll up your sleeve 継続
高校生・大学生

専門学生
街頭献血実施を中心に

15回(他事
業と重複)

学内・ショッピングセンタ
シリコンバンドの配布により献血協力への動機付けをおこ
なう。

学生献血推進連盟 継続
高校生・大学生

専門学生

各種献血キャンだ―ンや学
内献血などの」時期に合

わせる
12回以上 学内・ショッピングセンタ

各種献血キャンペーンに企画協力し学生献血の核となつ
てもらう。

20代の献血者及び献血率の目
標値

献血者数10p80人
(献血率5.6%)

学生献血 継続
大学生:専門学生

教職員
月1回以上 20回 700人 学内

授業時間内や学祭での献血実施。大学5校 ・専門学校4
校実施予定

全国統一キャンペーン 継続 大学生・専門学生 7月 ・8月 ・12月 ・1月 ・2月 15回 800人 シヨッピングセンター 月間・クリスマス・はたち等の献血当日の啓発活動。

Roll up lbur sleevo 継続
高校生・大学生

専門学生 街頭献血を中心に
15回(他事
業と重複)

学内・ショッピングセンタ
シリコンバンドの配布により献血協力への動議づけをおこ
なう。

その他 の 目標 値

学生ボランティアを350名確保
する。

学生献血推進連盟 継続
高校生・大学生

専門学生

各種献血キャンだ―ンや学
内献血などのJ時期に合

わせる
12回 以上 学内・ショッピングセンタ

各種献血キャンペーンに企画協力し学生献血の核となつ
てもらう。

学生ポランティア(ミ
ドナサポーター)育
成      ′

継続
高校生・大学生

専門学生
4月～7月 約80校 学 内

県行政(保険所)と連携して学校訪問しサポーターの加入
を推進するとともに献血の呼びかけをする。

企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している
実施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

成分献血協力団体を新規10
団体を増やす。

献血協力団体増加
対策

継続 献血協力団体 協力団体との打合せによる 固定施設3か所 四日市・母体で各3団 体、伊勢で5団 体を確保する。

新規献血協力団体10団体を
増やす。 :

企業における献血
の推進対策

継続 新規事業所
献血実施事業担当者と
事前協臓を行い調整す

る。
献血推進課

新規事業所の開拓・献血実施事業所担当者に系列企業・

グループ会社等を紹介していただく。

年間協力回数の増加依頼
(20企業以上の了承を得る)

企業における献血
の推進対策

継続 献血協力団体
年間を通じ協力団体ごと

に調整する。
50件 献血協力団体

50企 業に年間(複数年)協力回数を1回でも増やすことを
依頼しt20企 業の了承を取り付けたい。

ウ 複数回献血協力者の確保対策

別紙5

二重県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している
実施月を記載すること

回数 具体的かつ詳細に記載すること)

薇 鍛 回臥皿石の 日薇 lE
会 員数を8,000人とする。

複数回献血キャン
継続 献血者全員 年間を通じて 採血現場でのチラシ等による勧誘

はがきによる依頼 継続 献血者全員 5月 09月 ・12月 01月 ・3月 10回 所の献血対象者に対してはがきで依頼する。

メディアによる協力依瀬 継続 視聴者 特にイベント実施月ごとに スポンサー番組による協力依頼、情報提供

その他の目標値
3年 以上休眠状態の献血協力
団体10団体の復活

継統 企業 担当者との打合せによる 担当者だけでなく、幹部:トップに面会させていただく。

工.その他

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している
実施月を記載すること

回数 具体的かつ詳細に記載すること)

20組 40名 プロック血液セン
ター見学ツアー 新規 小学生親子 7月 ・8月 2回 夏休みの時期に親子で参加してもらい、献血について興味を持ってもらう。

3校 100名 出前授業 継続 小学生・中学生 学校と調整 3回 献血について興味を持つてもらう。



別紙5

滋賀県赤十字血液センター
平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規高校献血を3校以上実施 高校献血 継続 高校生 4月～3月 県内高等学校
H23度 …4校

~ 百
24度 …7校実施予定をH25年 度は10

校を目標とする。        _

高校及び大学で献血セミナー

を5校以上実施。各会場で30
名以上

献血セミナー 継続

高校生
4月～3月

県内高等学校
莫撃要腱霧塞墓署宅ヒ丁場螺澤騎臨嘲ポ
ネル 展 示や、ダブルスカイの上映を実施する。大学生 県内大学

夏季・冬季実施の学生キャン
ペーンに各回、20名 のボラン
ティアを要請し、若年層に呼び
掛ける。

若年層献血推進 継続

高校生
7月 ・8月 ・12月 ・1月 街頭献血会場

例年実施している、サマー献血・クリスマス献血・はたちの

献血キャンペー時に学生ボランティアを増大し、若年層に

PR及 び、 献 血の勧誘を行う。大学生

立命館大学の献血実施時に体
育会に毎回20名 以上の協力
者を依頼する。

若年層献血者確保 新規 立命館大学体育会 年間を通して 立命館大学
立命館大学の体育会で献血担当を決定し、献血実施時に

各体育部から、毎回20名 以上協力してもらう。

学校献血(大学・高校・専門校)
に45台 配車、献血者2700人
確保

若年層献血者確保 新規 学生 年間を通して 各学校

呼び掛け用のTシヤツ(200枚)を作成して啓発活動を行う。

学生献血キャンペーンを実施する。

移動採血車1稼働平均100単
位
の採血

若年層献血者確保 継続 学生 12月 ～ 1月 随時
街頭献血会場及び

固定施設
クリスマス期間から年末年始にキャンペーンを実施する

ウ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規,継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規事業所等5社 以上実施 新規献血団体増強 継続 県内企業等 4月 ～3月 滋賀県内 新規献血協力団体を5社 以上確保する。

―台当りの採血量を100単 位
以上確保する。

献血量確保 継続 県内企業等 4月 ～3月 滋賀県内
100単 位以内の事業所等の底上げや、1日配車を半日配

車に変更し1台当りの確保量を上げる。

工.複数回献血協力者の確保対策

別紙5

滋賀県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10団 体150名 の増加
献血団体の年回実
施回数の増加依頼

継続
企業・団体等の献

血団体
4月 ～3月 随時 年

間1早の実施先に対し群 2回の
鼎

瞑
10団

牌 均1略

?増

加‐ 50

オ。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

応諾者(実協力者)3,000名
メール、はがきによ
る献血依頼

継続
街頭献血会場等
の既協力者

4月～3月 毎月随時
メール、はがきによる献血依頼要請をする。
協力者の目標はメール、はがき併せて3,000名 以上

新規登録者200名 以上 郵送等による登録
者募集

継続
固定施設等の既
協力者

4月～3月 毎月随時
DM等 により新規登録者を募集する。
固定施設への献血依頼に併せて200名 以上の新規登録者の募集を行う。

血小板採血7170名
血小板献血者
確保事業

継続
固定施設等の既
協力者

4月～3月 毎月随時
固定施設において毎月季節イベントを実施する(12回/年)
成分献血ポイントキヤンペーンを実施する(3～5月・10月～12月 2回/年)

母体採血1稼働平均40名 母体採血PR事 業 新規
固定施設等の既
協力者

2月 ～3月 随 時
母体採血施設のリニューアルオープンリーフレットを2000部 作成

母体施設の既献血者及び献血登録者に対し告知する

移動採血車1稼働平均1∞単
位の採血

街頭献血啓発事業 継続
街頭献血会場等
の献血者

年間を通して 随時
年間を通して献血協力の少ない市町及び街頭献血会場に新聞折り込みを実施する。
(年間約60会 場 55万 枚)



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別1紙5

京都府赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

101tの瓢皿石及ひ献皿卒の目
標値
10代献血者数6,400人
10代献血率5.6%

(10代献血者数,平成23年度実
績 (4,815人)から約1,6∞人の
増加を目指す。)

献血セミナーの推進 新規 ′1 ・ヽ中・高校生 通年 10回 献血ルーム・支部・高等学
校

夏休みに小学生対象のセミナーの実施。中学生、高校生
に対し、京都府下の教育委員会を通じ全ての公立、私立
高校へ献血セミナーの実施について働き掛けを行う。青少
年赤十字加盟校に対し、献血セミナーの実施について働
き掛けを行う。献血を実施している大学の付属中学・高校
へ、献血セミナーの実施について働き掛けを行う。イベント
等で青少年に対し献血の啓発を行う。4∞mL献 血可能年
齢である男性17歳の積極的な広報展開(400mL献 血基準
の周知)

20代の献血者及び献血率の目
標値
20代献血者数25,3∞人
20代献血率9.0%

(20代献血者数,平成23年度実
績 (24,480人)から約850人の増
加を目指す。)

3ル ーム市バス広告 新規 20ft 2月から開始して6カ月躍 1回 京都市内

献血者が減少する冬場に、3ルームの場所を車体に掲示
したパートラッピングパス(京都市内を循環する市営バス
で、市内の大学を中心にを走る路線)により、献血の啓発
と献血ルームの周知を図る。

世界献血者デー、
高校生キャンペー

ン、はたちの献血
キヤンペーンの広
告

新規 20代 6月、12月、1月、2月 4回 キャンペーンの実施前に新聞に若年層をターゲッHこして
広告を掲載し、広く献血の啓発を行う

そのfLの 目裸恒

献血 ワクワク体験参加者30人

献血ヮクヮク体験 新規
小学生以下の子

供と保護者
7月または8月 1 回 福知山出張所

献皿出前話圧(わかりやすいクイズ形式など)、献血バス
や献血運搬車の見学。献血模擬体験、けんけつちゃんを
題材にした献血ポスター(ぬり絵)作製⇒後日、献血バス
に掲示のイベントを行い、小学生及び保護者への献血啓
発を行う。

別紙5

献血ルーム四条ヘ
ようこそキャンペー 新規

10代、20代 を中
心とした学生

平成25年‖月1日から11

月30日 数 回

通行量の多い地下鉄四条
駅構内及び四条鳥丸交差
点とルーム前

若い人の通行量の多い地下鉄四条駅構内に冬期献血者
確保を訴える臨時掲出シートを掲出し、献血ルームの所在
地の周知と献血推進を図る。
期間中に数回t京都府学生献血推進協議会による街頭啓
発活動を通行量の多い四条鳥丸交差点とルーム前で実
施する。また期間中に若い人用の記念品を配布し、より多
くの若い人の来所を図る。
このキャンペーンを通して冬期の献血者不足をマスコミ等
に取り上げてもらうとにより、若年層の献血者増を図る。

ネットで広げよう!
献血仲間 !
～き0ず りな
キャンペーン～

継統 (拡大) 10～ 20代 通年 京都市内の3献血ルーム

(1)インターネット、Webを 使つて
①従来のホームページ、フレンズ宛メ=ルに加えてッイッター、ユー
チュープ、SNS等 でキャンペーンをPRし、同時に「キーワード(合言
葉)Jを告知する。
②献血ルァム受付で「キーワード(合言葉)」を言つて献血協力される

③献血ルーム受付で「キーワード(合言葉)」を言い。複数人数の献血撻
力で記念品をダブルプレゼントする。

8鎌段IIよ8芳 禁     軍 甥 ぶ 感 騨 奪

う。

その際、チラシの紹介者欄に献血者の住所。氏名等を記入してもらう。
紹介者欄 =(イ コール)プレゼント抽選応募となり、期間中の応募者の
中から当選者へ豪華記念品を進呈する.若い世代の知人を紹介すれ
ばするほど、当選する確率が上がることとなる。
③献血者からもらったチラシをご持参の方が献血協力で記念品を進星
する.
④看護学校等の各種団体にもチラシを設置する。

当日、その場で当キヤンペーンをメール、SNS等 でPRし ていただいた
方へ 記念品を進星。

300円 相当の品(商品未定)
く広報資材〉

Cオリジナルチラシ          60,000枚
②献血者処遇品(300円 相当の品)   3,000個
③当選者への記念品(40oo円相当の品)  100個

フリーペーパーによ
る広報推進

継続
10代、20代を中
心とした市民

平成25年12月から
平成26年3月まで

各月1回
通行量の多い地下鉄四条
駅構内及び四条鳥丸交差
点とるルーム前

若い世代に「献血の必要性(献血つて何 ?)を 考えて「F
だく」、「なぜ献血に行かなくてはいけないの?」・「献血
ルームってどんなところ?Jの 疑問「対しフリーペーパー
(読ませて行動させる)を活用し、献血ルームの周知、献血
離れ、献血への認知度、関心度を向上させるも献血への
関心をもっていただくため、献血の来所を促すキャンペー
ン・イベント・記念品を贈ることで初回献血者、献血経験は
あるが献血ルームの来所は初めての献血者増を図る。



献血ルーム伏見大
手筋地域密着広報
事業(大学生向け

継続
10代 ・20代 の大

学生
平成25年11月 5回

教育大学・文教大学・種智
院大学・龍谷大学

献血ルーム伏見大手筋近隣の大学の字園祭バンフレット

に広告を掲載し、大学生等に献血ルームのPR・新規献血

者の募集を行い、献血者の増加を図る。

献血ルーム伏見大
手筋地域密着広報
事業(若年層向け

献血PR)

継続
10代 020代の若

年層
平成26年1月 10回 献血ルーム伏見大手筋

地元FM局 の番組内でパーソナリティーから聴取者に献血

ルームのPR・新規献血者の募集を行い、さらに血液セン

ター職員が番組に出演することで、タイムリーな話題や献

血情報を聴取者に提供し、献血協力を促す。

大学・専門学校献血の1稼動あ
たり400mL献 血数50人以上

献血でSOYJOY
キャンペーン 継続 学生・専門学校生 4月～3月

約1∞稼動
の移動採血

大学・専門学校
大学献血・専門学校献血の実施前、及び実施日に、本

キャンペーンチラシを学内で配布、「献血でSOYJOY進

呈」をお知らせし、学内献血の協力を依頼する。

大学・専門学校対
象の通年献血ポス
ター及びバンフレッ

トの製作

新規 学生・専門学校生 4月～3月 通年掲示 大学・専門学校

献血広報ポスター、リーフレットを作製し、京都センター管

内における大学及び専門学校に配布・掲示してもらい学生

に献血に関心を持つ機会を増加させ献血者増加につなげ

る。移動採血の実施時期に関わらず、一年を通して掲示

及び配布を各学校へ依頼することで、京都府全体の10～

20代 前半 (特に10代 )の若年層献血者の増加を図る。

舞鶴市内での10代、20代の年
間総献血者1,500名の確保

ヤング献血hM翠
ZURU大 講演会

新規
10代 ・20代 の若

年層
平成25年5月 1 回 舞鶴総合文化会館

これからの献血を支える舞鶴市内の中学生・高校生など

の若年層を対象に1500人規模の大講演会を行い献血の

重要性と安全性を啓発する。この目的に賛同する舞鶴ライ

オンズクラブ発足20周年記念事業とタイアップし、行政の

後援も得て開催する。

離賢絆晨鳴潟爆慕諄 賃β彗瀕旗岳輩騨署.免
髄織 鰍琢寧協潮 編亀お1
5鮮三鶴 奏として海上自衛隊舞鶴音楽隊と西舞

お菖管套競奢認こ1懲雀添育薪没ゃんシール付USB
高冨像1墓塾曇尋帯嘉簾夏缶校・高専の生徒.

イ.企業等における献血の推進対策 京都府赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
粟施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血協力企業・団体等を増加さ
せる(目標5団体)

献血協力団体増加
対策

継続 企業及び団体 4月～3月 各事業所・団体 新規事業所、新規団体の開拓を行う。

企業団体等における年間複数
回の協力依頼(目標3団体)

複数回献血協力企
業・団体確保対策 継続 企業及び団体 4月～3月 各事業所・団体 既協力企業・団体に対して依頼する。

献血協賛
亀姜装習慌清謙P

献血協賛企業活動
推進事業

継続 企業及び団体 4月～3月 各事業所・団体 献血協賛企業の募集

経続協刀食栗・団体に於いて
の初回献血者の募集(各企
業、団体における協力人数の

初回献血者増加対 継続 企業及び団体 4月～3月 各事業所・団体
既協力企業、団体に於し`て献血に参加されなかつた方に
参加協力を働きかける。初回者を増加させることで、企
業、団体での献血者増加につなげる。

施設見学参加40名 プロックセンター見弯 新規

長田野工業国地
内企業着手(10～
20代Ill員

上半期 1 回 近畿プロック血液センター

当出張所が立地する長田野工業団地内企業の10、20歳
代の社員約40名を対象に、近畿プロック血液センター施設
見学を行う。これからの企業献血の中心になつてもらう若
手社員に献血について知識を深めていただく。

平成24年度実績53名を上回る
献血者を確保する。

京都府理容生活衛
生同業組合員向け
献血PR

継続
京都府理容生活
衛生同業組合員

平成25年9月頃 1 回 京都府内各献血ルーム
京都府理容生活衛生同業組合の広報誌に広告を掲載し、
同組合員等に献血ルームのPRO新 規献血者の募集を行
い、献血者の増加を図る。



ウ.複数回献血協力者の確保対策
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平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継統 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実

施月を記載すること
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値
複数回献血者の割合を献血者
全体の35%まで上昇させる。

複数回献血協力者
確保対策

継続
複数回献血クラブ
, 会 員

9 E e l 1 , H 8回
会員の健康増進を図りt献血べの意識をさらに高めることを目的に、専門家による健

康相談「ヨガ教室Jを実施する。

複数回献血協力者
確保対策

継続
複数回献血クラブ

会員
1 回 牧回献血と健康管理に対する意識をさらに向上させることを目的に『講演会」を実施す

複数回献血協力者‐
確保対策

継続
複数回献血クラブ

会員
毎月1回 12回

輸血用血液の安定確保のためt定期的に協力要請メールを送信する。複数回の意識
付に有効活用する。      _

複数回献血協力者
確保対策

継続
複数回献血クラブ

会員
毎月1回 12回 キャンペーン・健康相談事業など会員に関心を持つていただく情報提供メールを送信可

複数回献血クラブ新規登録目
標数を年間2,000人とする

複数回献血協力者
確保対策

継続
複数回献血クラブ

未会員
4月～3月

会員募集用リーフレットを3∞,000枚作成し、複数回献血クラブ会員増加を図る。特に

若年層の大学生・専門学生を中心に募集活動を強化する。また、年に6回の登録強化
週間を設ける。

複数回献血者の目標値
献血ルームにおける400mL献

血の複数回協力者の割合を前
年度比5%増を目標とする.

「おこしやす献血
キヤンペーン

400mL献血キャン
継続

移動採血車及び

献血ルーム来所
献血者

平成25年4月1日～

平成26年3月31日

「おこしやす献血ルーム4∞mL献血キャンペーンカードJを献血ルーム及び移動採血で
の400mL献 血者に配付し、次回、献血ルームに来所された400mL献血者に対し、記

奪馳 期間中は平虚 奔 綱 1日からか ドを配付L記 念品交換は平成“年4

月30日まで。カードは42,000枚作成し記念品は10,200個を購入する。

その他の目標恒
キヤンペーンを通じて複数回の

献血協力を促すことで、年間献
血目標の15,000人 を達成す

る。また、「献血ルーム伏見大
手筋移転1周年キャンペーン」
(平成24年 8月 24日 ～31日 )
の献血者数は449人 (目標は
450人 で設定)であつたが、本
キャンペーンも24年 度と同じ4
50人 を献血者確保目標とす
る。

献血ルーム伏見大
手筋移転2周 年
キャンペーン

継続
複数回献血者及
び初回献血者

平成25年8月24日(土)
～平成25年3月31日

(土)

1回

型拓紺顧瑠鷹離臨'F:賀嘉乙嘉鯨襲舞魏出す驚
年層献血者・初回献血者の増加を目指す。
また、次年度以降も3周 年、4周 年記念と継続してキャンペーンを展開することで、継

続した献血者増を目指す。
1.献 血ルームでのイベント

①けんけつちやんの着ぐるみを活用して、献血の呼びかけを実施する。
②献血者に移転2周年記念品を贈呈する。
2.移転2周年キャンペーンの告知
Cキ ヤンパーン告知のポスターを作成し、献血ルーム伏見大手筋近隣の学校・事業所
等に掲示を依頼する。
②京都府赤十字血液センターのホ

ームページ等WEBで キヤンペーンを告知する。

跡驚胆躍豪野寵表拓諄t饒活用し、キヤンペーンの告知漱
血ルームの周知、献血思想の普及を図る。
⑤京都府南都市町村に配付されている地域新聞に広告の掲載とキヤンペーンの取材
依頼を行う。
⑥その他マスメディアにイベントの取材依頼を行い、記事の掲載を図る。

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血者3∞人確保 地域マダム参加 UP

キャンペーン 新規

地域における女性
会、PTA、保健協
議会等会目

4月～3月 通年実施
初回また|よスしぷりの献皿協力を狙い、400mL献 皿の確保およひ献皿層の孤人を図
る。会議開催時に現行の地域チラシ+ノ ベルティ物品をつけてPRし、献血参加を促
す。

献血ルーム四条の平成25年度
目標の献血者数22,053人を達
成する。

四条通り地下通路
のPR用 掲出看板
離

新規 全世代献血者 通年 通年実施

平成23年11月25日に移転した献血ルーム四条の最寄駅である地下鉄四条駅と阪急
鳥丸駅の地下通路に献血ルームのPR掲 出物を設置して、献血ルームの所在地の周
知を図り、献血希望者を献血ルームに誘導する。

はがきによる400mL
献血依頼(3ルーム
合同事業)

継続 全世代献血者 通年

0献 血ルーム含同400mL依頼はがきによる依頼を行う。6か月莉、10か月前の400mL
献血者へ献血の依頼をおこなう。
②誕生日月の献血者に、はがきによる依頼を行う。前年度献血者に、はがきを送付し
400mL献血の依頼を行う。毎月800通送付し年間10鰤 通送付予定。依頼期間は誕生
月の1か月間とする。来所者には記念品(バースディプレゼント)を渡す.

献血ルーム伏見大手筋の平成
25年度目標の献血者数15m
人を達成する。

献血ルーム伏見大
手筋地域密着広報
事業

継続
大手筋商店街来
訪者

通年
数 回/日 X

365日

大手筋商店街のアーケード放送を活用し、商店街の来訪者に献血ルーム伏見大手筋
のPR及 び献血協力の動機付けを行い、献血者の増加を図る。

献血ルーム伏見大手筋の平成
25年度目標の献血者数15,000
人を達成する。

臥皿ルーム伏見人

手筋地域密着広報

事業 (初回献血者
継続

ケーブルテレビ視
聴者

通年
数回/日 X

365日

有線テレビ放送を活用し、献血ルーム伏見大手筋の内部をより詳細にPRす ることで、
初回献血者の献血に対する不安等を緩和し、献血への参加意識を高める。

対象取組の24年度実績370人
(予定数を含む)の維持

コミュニティーFMの
スポット広告 継続

各局聴取エリアの
地域住民

5、7、8、12、1、2月 6回

管内のコミュニ粛 ―局FMい かる、FMた んば、FMた んごで、イベント献血・衝頭献血
実施時に合わせスポットCMを 流し、献血者の確保につなげる

対象取組の24年度実績3,400
人(予定数を含む)の維持

地域新聞への広告 継続
各紙発刊地域の
地域住民

毎 月 30回

管内の地域新聞(両丹日日新聞、あやべ市民新聞、舞鶴市民新聞)に、イベント献血0

街頭献血時に合わせて広告を掲載し、献血者の確保につなげる

年間採血目標(17,087人)の達 地方紙への広告 継続

京都新聞(丹波・

中丹・丹後版)購 1 回
当出張所の管内と重なる京都新聞の丹波版・中丹版・丹後版に広告を記載する。前
年度の実績とお礼、継続した献血のお願いを行う。

対象取組の24年度実績920人
(予定数を含む)の維持

新聞折込ちらし 継続 京丹後市民 毎 月 12回
毎月実施しているショッピングセンターでの献血に際し、地域に約10,000枚折込ちらし

を実施し、献血者の確保につなげる。

H24年の回収率‖.8%を上回る RE:献 血キャンペー 継続 管内献血者 H25.7月～H26.3月 1回

献血者に記念品引換券を渡し(H25.7月～12月)、冬場の再来お願いする。期間中
(H25.10月～H26.3月)に来所いただいた方に記念品を渡す。



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア 若年層献血者確保対策
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平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値
6.2%

学推サマー献血キャンペー
新規 若年層 8月 5会場 街頭及び献血ルーム

学生が主体になり献血キャンペーンを行うことで、若年層
の共感を得る。
(1)学生自らがポスターやチラシなどの広報物品を作成。
(2)上記広報物品を使用し、街頭献血を主体に呼掛け活

称 統一したTシャツを着用しての呼びか‖こよ吹 一体感
とPR効果を高める。

20代の献血者及び献血率の日
標値

ラクロス献血キャンペーン 継続 大学生 3月 (2日間) 8会場 街頭及び献血ルーム

年度末に日本ラクロス協会のメンパーが協力する献血に、
記念品を作成し、献血協力者に配布するとともに、献血当
日は街頭献血会場で呼びかけ活動も展開する。
この献血運動を今後とも継続し盛り上げていくために、ラク
ロス協会に因んだ記念品を作成し、献血者に進呈すること

により、年度末における献血者の確保を図る。

の他の目標値

参加者全員の献血への意識向
上を目指し、街頭での呼びかけ
ボランティア時には、各会場10
名の献血者増を目標とする。

サマー献血スクール 継続 高校生 8月 1 回
・大阪センター内

・街頭及び献血ルーム

(1)高校生を対象に献血セミナーを開催し、献血に対する

理解を深めてもらう。
(2)実際に街頭等にて献血呼びかけのボランティア体験を

してもらうことにより、血液を確保することの重要性を理解

してもらう。
(3)統一したTシャツを着用しての呼びかけにより、一体感
とPR効果を高める。

イ.企 業等における献血の推進対策

別紙5

大阪府赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
栗施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

前年度より5～ 10%の 増加 職域献血推進キャンペーン 継統

・新規団体
・事業所における
4∞mL献 血者

12月 ～3月 100会 場 各事業所

冬季にビル献血や職域献血会場で、告知ポスターや告知
チラシ、社内報、再来依頼ハガキ等で推進対策の事前PR

をすることにより、献血参加を促し、献血協力者には記念
品を進呈する。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
興施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

覆数回献皿者の目標恒
400mL献血者の1人当たりの年
間回数を1.38回(H23年度1.33
回)に、成分献血者の年間回数
を3.34回(H23年度3.29回)に、
それぞれ引き上げる。

大阪府内共通ポイント制(成
分献血・400mL献 血)

継続
成分献血者

400mL献血者
通年

大阪府内全
献血会場

400mL献血者と成分献血者にポイントカード(400mL・成分共有、有効期限400mLl年

間、成分2年間)を配布し、記念品進呈回数時に記念品を進呈することにより、複数回
献血者の増加を図り、輸血用血液の安定的な確保を図る。
成分献血者には、3回、10回、15回、20回の協力時に記念品を進呈することにより、複
数回献血者の増加を図り、成分献血の安定的な確保を図る。
400mL献 血者には、2回目の協力時に記念品を進呈し複数回献血者の増加を図る。

その他の目標恒

30～ 35%の 応諾率 400mL献 血プラスワンキャン
継続

固定施設での4∞
mL献 血者

9月 ～3月 12施 設
固定施設において、400mL献 血協力者にプラスワンカードを20,000枚配布し、次回の
400mL献 血を依頼し応諾者には記念品を進呈する。



工.その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 ・亭 栗内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

前年度より5～ 10%の 増加 地域献血推進キヤンペーン 新規 400mL献 血者 11月 ～4月 100会 場
地域献血において400mL献血者の底上げを図るためキャンペーンを実施し、400mL
献血者に記念品を進呈する。

年末年始の計画比100% 年末年始献血者確保対策 継続 予約対象者等 年末年始 10施 設

年末年始の血液確保について、各固定採血施設が予約により採血計画を確実に達
成するために、予約で協力いただいた献血者に感謝の記念品を進呈し、採血計画の
達成を図るとともに、毎年の予約をスムー

ズに行う。

1会場50人 呼掛け強化(キャラバン隊) 継続 4∞mL献 血者 通年 80会 場 街頭等で呼びかけキャラバン隊を結成し、呼びかけを強化し4∞mL献血確保を図る。

採血計画数1∞%の 確保
ラジオ放送を使用をしての献
血啓発

継続
一般リスナー 通年 適宜

FM、 コミュニティFM、 AMな どの放送局を活用し、身近に感じてもらえるような放送局
を中心とした献血啓発を行うことにより献血者の確保を図る。

冬季の計画数100%確 保
献血者減少期(10月～3月)
における献血者確保のため
の広報

継続 献血対象者 10月～3月 適宜

①ネット広告
性別、年代別、居住地などターゲットをしばり訴求する    .
②ラジオスポット放送(ミニFM含む)
人気番組内で生パブの放送をする。ラジオCMを作成し放送する。

2冨 習奥峰識解邸諧潔留ち映像CMを作成嗅 主要街田 こ設置されている街頭ビジョ
ンで放映。

大阪府赤十字血液センター

兵庫県赤十字
平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に配載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値
13,347人 (献血率6.2%)

若年層献血セミ
ナー 継続 小。中・高校生他 通年実施 30回 各学校及び血液センター

行政と連携のうえも血液の知識、献血の重要性について献血セミナーを
実施し、高校生をはじめ若年層に対する献血思想の普及啓発に積極的
に取り組み、将来の安定的な献血者確保の基盤形成に努める。

こども見学会 継続 小学生 7月～8月末 3回 以上 血液センター
親子でプレゼンテーション型式によリクイズ等を交えながら
血液と献血について学習してもらい、献血に触れる機会を

増やす。

20代の献血者及び献血率の目
標値
46,658人 (献血率8.2%)

はたちの献血キャ
継続

20代を中心とした
若年層

1月～2月 1回 イベント会場
瓶諦認誕14網 録僻 錦舗翼翼λ
盟磐翻 h濡灘雲21懲躙 撃蜜彩癸ど筑努ξ

献血協力組織育成

事業(兵庫県学生
献血推進協議会活
動助成)

継続
大学生を中心とし
た若年層

通年実施 多数回 各学校及び血液センター
兵庫県学生推進協議会が主体となつても大学生をはじめ着年層に対す

る献血思想の普及啓発に積極的に取り組むことにより将来の安定的な

献血者確保の基盤形成に努める。

看護の日献血キャ
継続

20代を中心とした
若年層

1 回 献血ルーム 躍雲箱瀾腸熱 譲 星た器蹴豊古=念ほ諄署

その他の目標恒
10代 ～20代 の献血構成比を
全献血者の26%と する

複数回献血協力者
確保対策

新規
複数回献血クラブ会

員
通年実施 毎 月 県内各献血場所

10～20代の薇数回献血クラブ会員を中心に毎月献血依頼メールを配
僣し、若年層の献血構成比向上を図る。

ヴィッセル神戸との
コラボレーション

継続 若年層 10月 ・1月 数回 スタジアム・イベント会場
ヴィッセル神戸(選手)の協力を得て、若年層への積極的な献血参加の

促進と将来の献血者となる児童書に献血を身近に感じてもらうことを目
的にスタジアム内外での啓発や献血持 ンペーン等を実施する.

INAC神 戸とのコラ
ボレーション

新規 若年層 ホームゲーム開催月 数回 スタジアム・イベント会場
INAC神 戸(選手)の協力を得て、若年層への積極的な献血参加の促進
と将来の献血者となる児童等に献血を身近に感じてもらうことを目的に
スタジアム内外での啓発や献血キャンペーン等を実施する。

もつと知つて赤十字
と献血

新規 若年層 2回 以上 県内赤十字施設等
県内の赤十字施設と連携のうえ、献血の重要性と赤十宇活動を広く県



そのIEの 日標恒
10代 ～20代 の献血構成比を

全献血者の 26%と する

愛の血液助け合い 継続 若年層 7月 数回 スタジアム・イベント会場
愛の血液助け合い運動月間である7月において、若年層に人気のある
サッカークラブ(選手)等による若年層への積極的な献血参加の呼びか

け及び将来の献血者となる児童等への啓発活動を実施する。

新聞広告 継続 若年層 通年実施 毎月 県内全域
新聞広告の活用等により効果的な画像による広報等を行い、若年層の

献血受入を積極的に行う。

大型ビジョンによる
広告

継続 若年層 通年実施 毎月
献血ルーム付近の大型ビ
ジョン他

献血ルーム近辺に設置されている大型ビジヨンの活用等により、効果
的な映像を配信し、若年層の献血受入を積極的に行う。

広報物(冊子・情報
誌)の作製

継続 若年層 通年実施 毎月 各施設 若年層をターゲットとした広報物を作製し献血思想の普及を図る。

学生献血キャン
継続 高校、大学生他 通年実施 110回 高校、大学校等、県内の

学内献血会場

献血セミナーの実施と併せて、若者の献血に対する負の
イメージを軽減できるような、また若者が知りたい情報の

提供、献血に親しみを持つてもらえるよう独自の記念品等
を作製し、高校献血の拡充と大学等における献血参加者
の増を図る。

ひまわり献血・クリ
スマス献血キャン 継続 学生おょび来店者 8月 ・12月 2回 姫路市内店舗

姫路赤十字看護専門字生及びLCの 共催 により、8月 (ひ

まわり献血キャンペーン)、12月 (クリスマス献血キャン
ペーン)に着ぐるみ、風船等を配布し来店者への献血を呼
びかけを行う。本キャンペーンについては、夏季、冬季の
血液不足を補うこと及び若年層に献血の理解と協力を訴
えるとともに、学生ボランティアの育成を主たる目的とす

10・20代 献血拡大
キャンペーン(生
徒・学生拡大キャン
ペーン)

継続

若年層(高校生・

大学生・その他学
生等)

通年実施 毎 日

010代 ・20代 献血拡大
全献血ルーム

0生 徒・学生拡大
塚ロルーム・新長田ルー

010代 ・20代 の献血(若年層献血者確保対策事業)
友達紹介カードを作成、配付し献血者の知り合いの方の

協力を得る:紹介者及び協力者に記念品を提供する。
O生 徒・学生拡大

対象者にけんけつちゃん関連グッズを進塁し、本人のリ
ピート効果とともに校内でのロコミ効果を狙う。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

100団 体
献血協賛企業活動
推進事業

継続 企業、団体 通年実施 150回 企業、団体

献血サポーターマーク(ロゴマーク)を協力団体、企業に対
して配付することにより、よリニ層献血に対する理解を深
めてもらい、継続的な協力はもとより不足時等における積
極的な協力が得られるよう努める。

ウ.複数回献血協力者の確保対策 兵庫県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値
複数回献血クラブ会員新規登
録者年間4,500人

複数回献血協力者
確保対策

継続 未登録者 通年実施 多数回 大学や献血ルームにおいて、推進担当者が積極的に勧誘する。

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続
′

対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

12月 ～3月の採血計画達成
(51,173人)

冬手の血液確保
キャンペーン 新規 主に全血 12月～3月 1 回

最も献血者確保が厳しい時期の対策として、新聞等の広報の実施と献血キャンペー

ンを実施し協力を促す。

12月 ～3月の採血計画達成
(69,621人)

冬季用啓発資材の
作製

継続 全献血者 12月～3月 多数回 最も献血者確保が厳しい時期の対策として、記念品を作製し献血協力を促す。

献血ルームの平成25年度採血
計画数達成(121,409人)

献血ポイントキヤンペー
継続 4000成分献血者 通年実施 1 回

献血種別ごとにポイントを設け一定のポイントが貯まれば記念品を進呈する。
(献血ポイントを作成し押印より確認する)
ポイント内容:400mL=男性3ポイント、女性4ポイント 血小板=2ポイント 血漿=1ポイ
ント    平 日協力=1ポ イント

献血ルームの平成25年度採血
計画数達成(3月:10,605人)

ひなまつり献血キャン
継続 全献血者 3月中の1週間程度 1回 翼経顎    就 悪鷲昴鋤 航t為糾慕

成、配付し次回献血に繋げる。

献血ルームの平成25年度採血
計画数達成(5月:10,342人)

端午の節句献血
キヤンペーン 継続 全献血者 5月中の1週間程度 1回

県下全献血ルームにて、端午の節旬にちなんだ装飾をし、来所いただきやすい楽しい
雰囲気づくりをする。期間中の献血者に対して記念品の提供。ホームページ、ポス
ター等で広報し、新規献血者を獲得する。端午の節旬にちなんだメッセージカードを作
成、配付し次回献血に繋げる。

献血ルームの平成25年度採血
計画数達成(7月:10,489人)

七夕献血キャン
継続 全献血者 7月中の1週間程度 1 回

県下全献血ルームにて、七夕にちなんだ装飾をし、来所いただきやすい楽しい雰囲気
づくりをする。期間中の献血者に対して記念品の提供.ホームページ、ポスター等で広
報し、新規献血者を獲得する。七夕にちなんだメッセージカードを作成、配付し次回献
血|=繋げる。



別紙5

献血ルームの平成25年度採血
計画数達成(10月:10,600人)

t\9,'21>ffifi.*l
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継続 全献血者 10月中の1週間程度 1 回

県下全献血ルームにて、ハロウィンにちなんだ装飾をし、来所いただきやすい楽しい
雰囲気づくりをする。期間中の献血者に対して記念品の提供。ホームページ、ポス
ター等で広報し、新規献血者を獲得する。ハロウィンにちなんだメッセージカードを作
成、配付し次回献血に繋げる。

献血ルームの平成25年度採血
計画数達成(12月:10810人)

クリスマス献血キャン
継続 全献血者 1回

県下全献血ルームにて、クリスマスにちなんだ装飾をし、来所いただきやすい楽しい

雰囲気づくりをする。期間中の献血者に対して記念品の提供.ホームページ、ポス

ター等で広報し、新規献血者を獲得する。タリスマスにちなんだメッセージカードを作
成、配付し次回献血に繋げる。

献血ルームの平成25年度採血
計画数達成(2月:10,105人)

継続 全献血者 2月 1 回

県下全献血ルームにて、パレンタインにちなんだ装飾をし、来所いただきやすい楽しい
雰囲気づくりをする。期間中の献血者に対して記念品の提供。ホームページ、ポス
ター等で広報し、新規献血者を獲得する。バレンタインにちなんだメッセージカードを作
成、配付し次回献血に繋げる。

三宮出張所の平成25年度採血
計画数達成(女性:13,592人)

継続
献血者中の希望
者(女性)

通年実施
月4～6日程
度の実施

ヒューマンアカデミー神戸校の学生ボランティアによるネイルケアの施術サービス.
ホームページでの紹介及びイベント予定表を作成、配付し事前周知を行つている。

三宮出張所の平成25年度採血
計画数達成(年間 :34,549人)

継続 献血者中の希望者 通年実施
月2回程度
の実施

ボランティアの方によるアロマリンパマッサージの施術サービス.
ホームページでの紹介及びイベント予定表を作成、配付し事前周知をおこなつてい
る。

三宮出張所の平成25年度採血
計画数達成(年間 :34,549人)

盆点前 継続 献血者中の希望者 通年実施
月2回の度
実施

働エム・オー・エー美術・文化財団の方による、お抹茶、お茶菓子のサービス。(1日30

人限定)                              .

実施時期における採血計画達
成(期間中:8,789人)

新規 全献血者 10月22日前後1週間
けんけつちゃんの誕生日に合わせ大々的広報を展開し、けんけつちゃんの周知ととも
に献血協力に繋げる。     ′

月・火・水の血小板指示数確保
(月火水平均3∞人)

平日(月・火・水)血小板
新規

平日(月・火・水)
の血小板献血者

通年
毎週月・火・

水

血小板の採血指示数が多い平日の月・火・水に限定し、献血いただいた方に感謝の

気持ちとして記念品を進呈し次回協力にも繋げる。ホームページ及びチラシ等を作製
し広く周知することで血小板献血者を獲得する。

三宮センター街出張所(午前
中)平日20名 、土日祝30名 確
保

継続
三宮センター街出
張所の献血者

通年 毎 日
献血協力の少ない午前中の献血者及び午前中のリピートドナーを確保するため、平
日先着20名、土・日・祝日30名にミニクロワッサンを進呈する。

三宮センター街出張所平日の

採血計画達成(44人/日)
継続

三宮センター街出
張所の献血者

通年(平日) 毎平日
平日の献血協力者を増やし計画数を達成するため、協力者にレトルトカレー等を進呈
する。

三宮センター街出張所におけ
る下半期採血計画達成(下半
期:8177人)

継続
三宮センター街出
張所の献血者

平成25年 10月～平成26年3 期間中
下半期の血液確保対策として、ホームページや依頼はがきなどにより当該キャンペー

ンを事前周知し、献血協力者に対して記念品を進呈する。

新長田出張所における平成25
年度月別の採血計画達成(年
間19餌2人)

鉄人ルーム献血感
謝の日キャンペー 継続

新長田出張所の
全献血者

毎月28日 12回
抽選権応募方式により応募を受付け、「鉄人28号」にちなんで毎月28日に抽選を行い
当選者に記念品を贈呈し感謝の意を表す。

新長田出張所における平成25
年度下半期採血目標達成(下
半期 :4,569人)

鉄人献血ルーム

献血強化キャン 継続
新長田出張所の
全献血者

平成25年 10月～平成26年3 期間中
下半期の血液確保対策として、ホームページや依頼はがきなどにより当該キャンペー

ンを事前周知し、献血協力者に対して記念品を進呈する。

新長田出張所における平成25

年度月別の採血計画達成(年
間 :9,042人)

紹介カード及びPT
A会 員ならびにス
ポーツクラブ会員証
提示

新規

新長田出張所の
紹介カード持参者
及びPTA会 員なら
びにスポーツクラ
ブ会員証持参者

通年 毎 日
紹介カード及び献血協力団体であるPTAの 会員ならびにスポーツクラプの会員証を
持参した献血者に対して記念品を進塁し感謝の意を伝える。

尼崎出張所における平成25年
度月別の採血計画達成(年間:
17,649人)

飾り付け大作戦 継続
尼崎出張所の献
血者

毎月 12回
毎月毎に季節感あふれる飾り付けをルーム内外に施し、リピーターの多い塚ロルーム
の献血者に楽しんでいただく。それにより毎月来ていただけるよう誘導していく。  ‐

尼崎出張所における平成25年
度月別の採血計画達成(年間:
17,649人)

平日献血拡大 継続
尼崎出張所の献
血者

通年(平日) 毎平日 平日献血者に『けんけつちゃん瓦せんべい」進塁し、平日の安定確保を図る。

尼崎出張所における平成25年
度月別の採血計画達成(年間:
17,649人)

PTA献 血 継続
尼崎出張所の円
A関係献血者

通年 都度
PTA主催献血に際し、記念品を進呈することとし、事前PR、ロコミ効果等に活用して
いただく。

尼崎出張所における平成25年
度月別の採血計画達成(期間
中:335人)

サマー献血 継続
尼崎出張所の献
血者

8月 (1週間) 1回 (7日間)

ルームの入居するさんさんタウンの年間での一大イベントである夏祭り期間に合わせ
記念品を提供し地域全体の盛り上げ効果を狙う。また、夏祭り協賛事業としてうちわ
製作費を計上する。

尼崎出張所における平成25年
度月別の採血計画達成(年間:
17,649人)

けんけつちやん周
知

新規
尼崎出張所の献
血者

通年 毎 日
ルーム入口に「けんけつちゃん」のエアーディスプレイを設置し、献血者が立ち寄りや
すい環境を整備する。



別紙5

奈良県赤十字血液センター
平成 25年度 に献血 により受入れる血 液の 目標量を確 保 するための具 体 的な対策

ア 若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

目標数
10代 1,500名
20代 2,∞0名

若年層確保イベント 新規 10代。20代金般
7月、8月・12月、1月・3月

(長期休み時期)
3回

・街頭献血
・街頭イベント会場

男性向:アニメポスタ・く初音ミク等)女性向:スイーツの記念品を

軸にしたイベントを実施し、イベント時の採血増加を図る。(1日
1∞名の目標)また、イベント時に引換券を配布し、その後の献血

時に記念品との引換(同等品)を実施する。(目標1,000人)

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回実施企業20社 企業複数回献血依頼 新規 単数回実施企業 通年 各企業
現在、年に1回のみの実施企業を年に複数回実施していただけ

るように依頼する。

企業紹介依頼1011 企業紹介依頼 新規 各関連企業 通年 各企業
現在、献血を実施している企業より、関連企業の紹介をしていた
だき、新規企業の獲得を目指す。        _

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策0事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規登録者年間1,∞0名

会員向けイベント 続

　

ヽ

継 腹数回会員登録署 通年 60回

会員の方向けにイベント(マッサージ、カラーセラピー等)を実おし、未登録の方も当日入会す
れば参加できると説明し,勧 誘をする。

目標採血数 5,000名 この計画での採血 目標数を5,∞0名に設定する。

新規登録者年間500名 バンフレットの配布 継続 未登録者 通年 くンフレットを作成し、献血者の方に配る。

成分献血 血小板)1日3名増 献血可能日当日献血 新規 献血経験者 通年

をしていただいた方に記念品を進呈する。厳密に当日のみとす
るか、数日以内とするかは要検討.採血種類を4∞mLと血小板に限定する。

工.その他

別紙5

奈良県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施 時期
※具体的に計画している実

施月を記載すること
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

母体成分 7,∞0名 継続 支分・400mL献血理 1回 成分。400mL献血1回につきポイントを進呈し、ポイントが貯まるごとにブレゼントを進呈する。

各イベント毎 1日50名 季節のイベント 継続 母体献血者 通年 8～ 10回
ハロウィン.クリスマス、パレンタイン、ひな祭り等の際にお菓子のプレゼントや、くじ引きイベン
トを実施する。

母体400mL 10%増(10卜180名) 友達紹介キャンペーン 新規 未献血者 通年 1回
母体で400mL献 血をしていただいた方に友達紹介チケッ睦 渡し、次回献血未経験の方と一緒
に献血に来ていただく。来ていただいた方にブレゼントを進呈する。

年間6,0∞枚 応諾率10% 新規
固定施設での
4∞mL献 血者

通年 1 回
固定施設で4∞mL献 血協力者に専用はがきを波し,自分への献血メッセージを記入していただ
く。献血期間が空いた時や血液不足時期にセンターからそのハガキを郵送する。



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

2,350人(6.4%)

高校生献血記念品 継続 献ヽ血者 通年 各高等学校
高校生献血実施に献血に協力いただいた高校生に対し、参加
記念品として文房具などのノベルティーグッズを進呈。

専修学校生。大学
生献血記念品

新規 献血者 通年 各学校
若者が貰つて喜ぶ記念品を用意し、献血への参加を促
す。
(20代献血者確保も兼ねる)

高校生献血セミナー 継続 高校生 通 年 各学校
各学校へ出向きセミナーを実施し、献血への関心を持つてもら

セミナー参加者には参加記念品(ノベルティグッズ)を進呈。

大学生(専修学生)
献血セミナー 新規 大学生及び専修学生 通年 各学校

各学校へ出向きセミナーを実施し、献血への関心を持つてもら

会場には和歌山県の献血の状況を知っていただくため、平成23

年度の各実績をパネルにして展示.
セミナー参加者には参加記念品(ノベルティグッズ)を進呈。
(20代献血者確保も兼ねる)

和歌山県学生献血
推進協議会献血啓
発キャンペーン

継続 高校生及び大学生等 通年 和歌山県内全域

和歌山県内各献血会場において、若者に献血に応じていただけ
るよう、学推メンパーが、その時期に応じた呼びかけ・接遇等に

自分達でアイデアを出し、献血啓発イベントを開催する。
また、学推限定の紹介カード等を用意して、メンバーが各学校の
友達等に配布し、献血協力を訴える。
紹介カード等は学推キヤンペーン時に限定し、紹介カードを持参
の方にオリジナル記念品を進呈する。

20代の献血者及び献血率の目
標値

7,500人(8.8%)

はたちの献血ラジ
オキヤンペーン 継続 ラジオ聴視者 1月・2月 和歌山県内全域

冬季の献血者確保対策の一つとして、はたちの若者を中心とし
た若年層へ、献血への理解と協力を訴えるCMスポット放送を行

また、地元ラジオ局で特別番組を制作し、輸血を受けた人の声
などを流し、献血への協カヘ繋げる。

和歌山県学生献血
推進協議会献血啓
発キャンペーン

継続 高校生及び大学生等 通年 和歌山県内全域

和歌山県内各献血会場において、若者に献血に応じていただけ
るよう、学推メンバーが、その時期に応じた呼びかけ・接遇等に
自分達でアイデアを出し、献血啓発イベントを開催する。
また、学推限定の紹介カード等を用意して、メンバーが各学校の
友達等に配布し、献血協力を訴える。
紹介カード等は学推キャンペーシ時に限定し、紹介カードを持参
の方にオリジナル記念品を進呈する。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
興施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ鮮細に記載すること)

献血サポーター20社確保 渉外用ノベルティグッ
ズ作製

新規 企業・団体担当者 通年 各企業及び団体

渉外活動時に各担当者へ配布。

複数回献血に理解・協力を訴え、献血サポータヘの入会を促

す。
また、ノルティグッズを配布することにより日頃より献血に関心を

和歌山県赤十字血液センター

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標lla
複数回献血者を平成23年度実
績より2,000人増。

『献血+ポッキーキャ
継続 献血者

「あと1回,あと1人の献血で助かるいのち」と題し、3月のlヶ月間に移動採血にて献血への協力
を頂い方に対し、グリコチョコレートポッキー(大入り袋)をプレゼントする。

『献血でエッ!
グー」キャンペ=ン 継続 献血者 12月・1月 街頭献血での献血処遇品をしてたまご10個入り1パックを進呈

事前依頼ハガキ応
諾者の促進

継続 献血者 通年
事前依頼ハガキの応諾者に対して記念品オリジナルハンドソープを用意し、複数回献
血者増に繋げる。

年間複数回献血者
の促進

継続 献血者 通年
1年間に複数回の献血者に対して記念品オリジナル歯磨き粉を用意し、年間複数回献
血を促す。

その他の目裸恒
複数回献血クラブメール会員
6∞人増

メール会員登録会
イベント

新規 献血者 通年

月1回の学推主催献血啓発キヤンペーン時の献血者に対し、メール会員への誘発を

行う。                1
また、入会者には記念品を贈呈。

クラブ募集用′くンフ
レット

継続 献血者 通 年 各献血会場にて献血者に対し、複数回献血クラブ募集用に配布。



和歌山県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 ・事 業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加児童40人以上 夏休み献血ふれあ
い体験学習

継続 小学生(保護者同伴)
小学生と保護者を対象に、近畿プロック血液センターと血液管理センターの施設見学と、移動
のパス車中において献血推進DVDを視聴し、おもしろ献血クイズ等を交えながら学んで頂く。

参加児童20人以上 親子で献血ポランティ
新規 小学生(保護者同伴)

行つてもらい、保護者には献血に協力いただく。
後日、献血していただいた血液の検査・製造過程 (ブロックセンター)を保護者同伴で見学を行

中学校10校(生徒300人)
フレッシュ献血セミ
ナー 新規 中学生 通年

各中学校へ出向き生徒を対象に「フレッシュ献血セミナーJと称し、セミナーを実施す
る。
今後、献血可能年齢に達したときの献血への動機付けや、きつかけを与える。

参加学生100名以上 学推研修会 継続 専修学嗽及び大学1

献血に関運のある講師を招き話演会を実施。
また、講師とポランティア学生のポランティアミーティングなども併せて行い、今後の献血啓発
活動のスキルアップに繋げる。

その他にも献血のできる健康な体作りなどの講演も併せて実施。

参加件数100件 あなたのプログが
命を救う

継続 献血者 通年

「あなたのプログが命を救うJと称し、地域密着型情報サイトを活用し、情報サイト会員に献血′
ス、献血ルームにて献血にご協力いただいた写真などを載せ、献血推進の内容を自身のプロ
グで掲載していただく。
掲載者には記念品(ノベルティグッズ)を進呈。

平 成25年度 に献血 により受入れ る血 液の 日標量 を確 保するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

県下高等学校32校の1/3(10

校)を目標に献血の推進を図
る。  t

県下高等学校32校の1/3(10
校)に参加いただくことを目標と
する。

10代の献血率を6%とする。

高等学校への
献血セミ

ナー
継続 高校生 5月～2月 10回 高等学校

高校2・3年生を対象に資料を配布し、血液の必要性を説
明し推進を図る。(参加者:1校30名を予定、10校延べ3∞

名を予定)

10代 献血者確保 新規 高校生 5月～2月 随時
固定施設

街頭献血会場
高等学校等に街頭献血日程等を掲載したリーフレットを配
布し、固定施設や街頭献血会場で献血に協力いただく。

若年者セミナ= 継続 高校生 7月 ～8月 3回 晨内のショッピングセンター
高校生を対象に血液の必要性の学習を行うとともに献血
呼びかけ体験を通じて献血意識の向上を図る。(参加者:1

回3～5校30名を予定、3回延べ90名を予定)

20ttの瓢興百及ひ臥皿平の 日

標値

20代 の献血率を9%と する。
献血者紹介 新規 大学生 5月～2月 8回

大学
専門学校 等

大学献血会場で献血者紹介キャンペ=ンを実施する。具
体的な内容としては、献血者の方に献血未経験者を誘つ
てお越しいただく。献血経験がある人からない人への拡大
及び献血紹介者の複数回献血への誘導を行う。

武血協力団体の育月 継続 大学生 4月～12月 2回 大学
資料を配布し、血液の現状や必要性を説明し、夏季・冬期
の献血者不足時に効果的な推進を図る。

そ の 他 の 標値

300人 の参加が得られること
を目標とする。

青少年等献血
ふれあい事業
(献血セミナー)

継続
小学生
中学生

7月～8月 10回
血液センター

県内会議室

県内小学校高学年や中学生を対象にスライドを活用した
学習をはじめ、血液センターの見学や移動採血車の見学
を取り入れ実施する。
(上日を含め5日間、延べ10回開催:対象者300人 )
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イ.企業等における献血の推進対策

工。その他

平成25年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための具体的な対策

ア。若年層献血者確保対策

別紙5

鳥取県赤十宇血液センター

別紙5

_        島 根県赤十宇血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

普及・拡大を図るため、loo社

を目標にロゴマークを配布す
献血協賛企業

活動推進
継続 企業・団体 4月～3月 500回 県内の企業・団体

献血広報資材に献血サポーター事業所名や後援している
内容を掲載し、県内500事 業所に広報資材を配布し、登
録を推進する。

献血推進団体主催の協力実績
が前年の回数を上回るよう推
進を図る。(16回 以上)

駄血協力団体の育月 継続
大学生

ライオンズクラブ
4月～12月 17回

大学
ライオンズクラブ事務局

資料を配布し、血液の現状や必要性を説明し、夏季・冬期
の献血者不足時に効果的な採血となるよう推進を図る。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

480名以上の複数回献血協力
を得ることを目標とする。

新規登録者を700人確保する。

複数回献血

協力者確保
継続

複数回献血クラブ
に登録されていな
い献血協力者

4月～3月 24回 督駕製短僚鷺湖 E撤畜7:簿醤「
にダイレクトメJレで要請を行な

1回100名を対象に年24回ダイレクトメニル要請を行う。

複数回献血
協力者確保

継続 献血協力者 4月 ～3月 773回
卜鋼 躍 進磐習盟F職

員や献血推進サー勿レ部員を雌 ヒ 紹介用リーフレッ

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内否

新規0継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

各種キャンペーンを実施し、
3,250人の献血協力者を確保す
る。

献血者確保対策
(各種キャンペー

ン)
継統 献血協力者 6月～2月 9回

す看
氏への駆皿の普及唇発を図るため、報道機関を活用し各種キャンペーンを実施

・世界献血者デーキャンペーン
・愛の血液助け合い運動月間キャンペーン
0はたちの献血キャンペーン
・サマー献血キャンペーン
・年末年始キャンペーン
・クリスマス献血キャンペーン
・パレンタインキャンペーン
・若年層確保キャンペーン
・献血者紹介キャンペーン

午前中の血小板成分献血者
4,500人を確保する。

献血者確保対策
(固定施設イベント)

継続 献血協力者 4月～3月 4 7 1回 柵 寵菰 鋼鶴 ]蹴 堀棚 躍 野
獄血者を確保

(4,500人 を対象)

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の日
標値

献血者数 1032人

献血率 4.0%

若年層献血者確保
キヤンペーン 継続 10代 の若年層 通年 連続 各献血会場

莉年度のキャンペーン(期間中、全献血会場で、10代 ・20
代の献血協力者に記念品を進塁する。献血された方に、
『若年層献血推進キャンペーン」紹介カードを渡し、カード
を持つて来られた方には本人用と紹介者用に記念品を2
個進呈する)を検証し、新たな企画を加える等により充実
させ継続する。

高校・高専献血セミ
ナー 継続 高校生 通年 7回 各高校

高校及び高校」RC研 修会等に出向き、若年層献血率アッ
プの必要性と献血の流れ・注意事項など正しい知識の普
及啓発を図る。

高校献血実施 継続 高校生 通年 7回 各高校
セミナー等で正しい知識を持つてもらつた上で、高校の文
化祭等に配車して高校生の献血を受け入れる。

20代の献血者及び献血率の日
標値

献血者数  4950人

若年層献血者確保
キヤンペーン 継続 20代 の若年層 通年 連続 各献血会場

前年度のキャンペニン(期間中、全献血会場で、10代 ・2C
代の献血協力者に記念品を進塁する。献血された方に、
「若年層献血推進キャンペーン」紹介カードを渡し、カード
を持つて来られた方には本人用と紹介者用に記念品を2
個進塁する)を検証し、新たな企画を加える等により充実
させ継続する。

学生献血推進ポラ
ンティア組織強化

継続 大学・短大 通年 2回 大学・短大

学生献血推進ボランティア組織加盟校を1校増加させ、学
生献血推進ボランティア研修会を2回実施する。

若年層向け広報展
開

新規
(継続) 若年層 通年 随 時

入字蒙琴のバンフレット、タウン情報籠に若年層向けの献
血啓発広告を掲載する。また、TV・ラジオで本部キャン
ペーンCMを 掲出する。フェイスプック、ツィッターによる若
年層向け広報を行う。

大学・専門学校献
血セミナー 継続 若年層 通年 随時 大学・専門学校

大学、専門学校の献血実施時に合わせ、献血啓発ビデオ
の上映等により献血セミナーを実施する。
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島根県赤十字血液センタァ
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岡山県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血サポーター企業(団体)を5

社以上増加する。 献血協賛企業活動
推進事業

継続
献血協賛企業(団

体)
通年 随時 各企業(団体)

献血協賛企業に献血サポーターとして登録いただき、一層
の献血推進活動の促進を図る。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標lE

新規入会者 500名

複数回献血クラブ
登録強化

継続
未入会の献血協

力者
通年 随時

複数画扁面砂ラブ入会募集バンフレットを作成し、固定施設(母体、ふれあい)や移動

採血(大学・高専0街頭献血等)で随時案内を行い入会促進を図る。

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者 180名
小学生親子血液セ
ンター見学・体験教

室
継続 小学校5・6年生 8月 6回

小学生を対象に親子で献血や血液についての字習や採血・供給の仕晉を見字し、瓢

血への関心と親しみを持つていただく。

参加者 100名
献血推進団体との

連携事業
新規 各献血推進団体 通年 4回

新たにライオンズクラブとの研修会を行い、運携強化と献血協力者増潤 る。

平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値
平成25年度10代献血率6.9%

献血デザインコンテ
スト 新規

小学生、中学生、
高校生、大学生、

専門学校生
7月～3月 1回 郵送、Web、 メールによる

デザインコンテスHこ応募する図案を作成する過程で、自
らが献血に関する事項を調べ、共感や疑間を持つことで献
血の重要性と必要性への理解を深める。優秀作品は表彰
し広報資材に活用する。

いのちと俳句コンテ
スト 継続

主に小学生
中学生、高校生、
大学生、専門学校

生

1回 郵送、Wob、 メールによる
献血に関する俳句を詠む過程で、自らが献血に関する事
項を調べ、共感や疑間を持つことで献血の重要性と必要
性への理解を深める。優秀作品は表彰する。

小学生・中学生
献血体験教室

務 小学生、中学生 7月、12月 2回
イオン倉敷ショッピング
センター他

ショッピングモールにおいて、小学生に献血の疑似体験を
行う。また、中、高、大学生が採血業務の疑似体験を行う
事により普及啓発を図る。併せて将来的な献血者の確保
に繋げる。

ふれあい移動献血
車

継続 高校生 4月～3月 15回 県内各高校
近年減少傾向にある若年層の献血者を確保するため、出
前講座による普及啓発と併せ積極的に学内での献血実施
を行う。     _

献血de雑誌もらつ
ちやおうキャンペー 新規

高校生、大学生
専門学生

4月～3月 平日約230E 献血ルーム等

10代、20代に人気の週刊誌を発売日とその翌日に限定
し、処遇品として進呈する。市内の学校等に周知のポス
ターを掲示し、献血率の向上を図る。

20代の献血者及び献血率の目
標値
平成25年度20代献血率8.8%

学連主催献血
キヤンペーン 継続 大学生・専門学生 4月 ～ 12月 4回 街頭献血

学生ボランティア団体主催の献血実施場所において、ポラ
ンティアと同世代の若年層の献血者の増加を図るとともに

献血の啓発を行う。

学生ボランティア
献血セミナー 継続 大学生・専門学生 1 回 県内研修施設

学生ボランティアの献血に関する知識向上及び、メンバー

間の親睦を深めることで、団体としての意識の向上、質の
向上をさせることを目的とする。

就職お役立ち
マナー講座

新規 大学生・専門学生 4月～3月 銅
´

血液センター

就職活動を控えた大学生、専門学校生を蓼 ―ゲットとし
て、固定施設に講師を招き面接、企業訪問時、就職後の
ビジネスマン|ヒマナー研修および献血に関する講義を実
施し、固定施設の周知を図るとともに、若年層献血者の増
加を図る。

大学献血プレゼント
キヤンペーン 継統 大学生・専門学生 4月～3月 30回

大学構内、専門学校内の

献血会場

大学内の献血実施時に献血頂いた学生にカップラーメンを
贈呈し、大学生の献血者、特に初回献血者を増加させる。

ffij\sIEE*+>
.(-> 新規 大学生・専門学生 4月～6月

母体開所日
全日

血液センター
新学期を迎えた学生を対象に血液センターで献血頂いた

学生に記念品を進呈する。固定施設(母体)の認知度を向
上させると共に若年層の増加を目的とする。
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岡山県赤十字血液センター

その他の目標恒
出前講座年間30回実施
親子体験教室14回実施

赤十字出前講座 継続 高校生 4月～3月 30回 県内各高校
実施にあたつては、県支部とタイアツプしてAED講 習と併
せておこなつている。3ヶ年で県内全ての高校での実施を
考えている。

夏休み小学生親子
血液センター体験
教室

継続
小学5、6年生およ
び保護者

7月～8月 14回 血液センター
県教育委員会の後援をいただいた後、県内各小学校に参
加依頼文・チラシを郵送し参加者の募集を行う。併せて、H
Pによる参加者募集の呼び掛けも行う。

イ。企業等における献血の推進対策

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

未実施協力団体に対し、30社

新規登録を行う。
献血協賛企業
確保対策

継続 未実施協力団体 4月～3月 県内各未実施協力団体
現在、献血未実施である協力団体を訪問し、献血への理
解を頂くとともに、実施を依頼し協力企業数の底上げを図
る。

休眠協力団体に対し、20社に

献血実施の依頼を行う。
献血協賛企業
確保対策

継続 休眠協力団体 4月γ3月 県内各休眠協力団体
現在、体眠状態である協力団体を訪間、掘り起こしを図リ
協力企業数の底上げする。

ライオンズクラブの協力件数を
9件 増加させる

各種団体等におけ
る
献血の推進対策

継続 ライオンズクラブ 7～ 8月 1 回 県下研修施設

岡山県下のライオンズクラブを一同に会し、行政や患者団
体を招いて岡山県の:血液事業の現状と問題点・改善点、
岡山県の高度医療を支えるための方策等を話し合う。

県北地域の採血―稼働あたり
の採血人数を2人増加させる。

各種団体等におけ
る
献血の推進対策

新規
医療機関、県市町

村、ライオンズ他
1 回 津山供給出張所

血液の安定供給に関する会議を開催し情報交換を行うと
ともに、県北における血液事業の在り方を検討し血液の確

保の必要を啓発する。

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

イベント実施日の献血者数を他
の曜日の50%(20名 )増

鉢花キャンペーン 継続 固定施設での献血者 4月～3月
製剤集約以降、特に血小板の採血必要数が高まつた月曜～水曜の確保強化対策の
ァ環として、母体では毎週火曜日、ルームでは毎週水曜日鉢花を提供し確保を図る。
また、曜日を限定することで継続的な協力を促す。

年間の血小板献血者数の40%
予約献血ポイント
キャンペーン

新規 4月ん3月

ポイントカードを作成し、初めて血小板献血へ協力いただいた方に配布する。その内、

予約いただい方にポイントを付与し、獲得したポイント数に応じた記念品を進星する。

また、併せてカードが一杯になつた方には改めてカードを配布し、継続的な協力をお

願いする。それにより、当日の血小板採血数を予測し、確実な確保を図る。

血小板成分献血協力者を16∞
人/月確保する

お米プレゼント 新規 4月～′3月
血小板成分献血協力者に対し、処遇品として樹米(lkg)を進呈する。他の種類の献
血者と差別化を図ることで、継続的な協力t安定的な採血体制を確立する。

メール及びハガキの要請に対
する応露率20%以 上

メール・ハガキ来て
見てキヤンペーン

新規 全献血者 4月～3月

全献血会場(移動及び固定)での過去献血協力者に対しメールまたはハガキで献血

依頼を行う。献血時に当該依頼ハガキまたはメールを提示いただいた方に記念品を
進塁する。継続して依頼を行う事により、リピーターの数を増加させr、安定的な確保を

図る。      1

母体の採血数を1実施日当たり
5人増加させる。実施期間を通
して合計120人増加させる。

ハーゲンダッツアイ
スキャンペン 新規 母体での献血者 7月～9月 24回

製剤集約以降、特に血小板の採血必要数が高まつた月曜～水曜の確保強化対策の
一環として、毎週月・水曜日に母体での献血者に対しアイスクリームを提供する。特に

大学生が夏休みである8、9月の増加を図るため、実施にあたり事前に近隣の大学ヘ

ポスター掲示による周知を行う。併せて、複数回メニルクラブ会員への周知も行う。

固定施設における年末年始の
献血協力者を750人確保する

年末年始キャン
新規 固定施設での献血者 1 2月～1月 12回

年末年始に献血された方に対しお菓子の詰め合わせを提供する。なお、12月31日、1

月2日の両日、血小板の完全予約制で母体を臨時間所する予定であるが、特に年始
に予約された方に対し『ぜんざい」のサービスも併せておこなう。それにより、協力が得
られにくい年末年始の血小板製剤をプロックからの計画通り確保する。、

新規登録者270人/月
(移動施設)160人/月
(センター)50人/月
(ルーム)60人/月

複数回献血クラブ

新規会員増加キャ 新規 献血経験者 4月～3月

複数回献血クラプの式会員を獲得するため、各会場において献血履歴のある万にク
ラブヘの人会を勧奨し、入会者に記念品を進塁する。同時に、過去に献血経験のある
方にクラプのチラシや岡山県の血液事業についての資料を送付し、働誘する。また、
従来ハガキで行つていた献血会場の案内告知を封書に切り替え、チラシを同封して周
知を図るA

献血者560人増/年
「献血Now i」キャ

新規 全献血者 1 2月～3月

各献血会場で、献血を行つた方を対象にその場でSMSiゴ 献血Now!」 と書き込んで
いただく。その画面を提示された方また、知り合いの書き込みを提示し献血された方
に記念品を進塁する。書き込みを行う事により、献血者自身の社会に貢献していると
いう社会的欲求を満たすと共に、読んだ人へも献血への自発行動を促す。

自筆ハガキの要請に対する応
諾率40%以 上

自筆ハガキキャン
新規 400mL献 血協力者

(配布期間)9月～10月

(交換期限)3月末

血液不足時等に安定的に血液を確保することを目的に、400mL献 血者を対象として

接遇時に自分あての依頼ハガキを書いていただく。実際に血液が不足した際に当該
ハガキを投函し血液を確保すると共に、複数回献血者数の増加を図る。



献血者1,400人増/年
An面versary献血
キヤンペーン 新規 固定施設での献血者 4月～3月 熙 魃 理露霧舗禁雅釧 寝阜ぜ冷醐毎難勇9尋

とし、年間を通して継続的な協力をいただく。

400mL献 血者1,000人増/年

初回献血者500人増/年

400mL献 血ポイン
トカードキヤンペー

ン
新規 400mL献 血協力者 4月～3月 書職冒]職蹂轟:聾1爾ヤ齋孵聰

の協力率の増加および初回献血者の増加を図る事を目的とする。

献血者2,400人増/年
献血ルームももたろ
う献血ツアーキャン 新規 全県民 4月～3月 48回 製J輔舗

り起こしにも繋がる。

献血者280人/年
初回献血者紹介
『一緒に献血 !」
キャンペーン

新規 4月～3月 徴魏劃割麟躍踵籠詔聾髯ご塁マ魃 :ぷ乳甘
新規献血者をとりこむことにより、献血者全体の底上げを図る。

献血バスでの献血者数80名
ファジアーノサッ
カー観戦者イベント 新規 全県民 4月～5月 馨穐言躍粧瑾轟滋聯鬱曇影姥曹聾

の目知も図るハ

固定施設での前年同時期、同
曜日の献血者数20%増

世界献血者デーイ
ベント

新規 全県民

より多くの方に安全な血液や定期的な無償献血の重要性に対する認識を広めると共
に、HP掲載や渉外時の事前周知により全県民を対象に献血への協力を図る。当日は

全会場で献血1協力者に対して記念品を進呈し、継続的な協力を求める。また、報道
機関等を通じて、安全な血液や定期的な無償献血の重要性をアピールする。

イオンモール倉敷での献血者
420人増/年

イオンモール倉敷
献血deグルメイベン
ト

新規 4月～3月
イオンモール倉敷での献血者に対し、当日献血の印字がある献血カードを同店内に

出店している飲食店等で提示すると、割引等の特典を付与する。同会場での献血者

数増加を図ると共に、恒常的に行う事によリリピーターの増加も図る。

イベント実施月の出張所におけ
る複数回クラブ入会者90名

表町出張所60万人
達成イベント

新規 全県民 8月頃

H25.8月頃に表町出張所開所より通算60万人を達成する見込みである。それに伴い、

式典を開催し、大学生による演奏、くす玉割り、当該献血者への記念品贈呈・写真撮

影等を実施する。マスコミの報道により、全県民に対し移転後約1年となる献血ルーム

の「層の周知を図る。また、将来的な献血者確保に繋げる。

イベント実施月の出張所におけ
る複数回クラブ入会者90名

献血ルームももたろ
う10・10開設イベン
ト

新規 全県民 10月

献血ルームの移転オープンした日である10月10日を「10010献血ルームももたろうデー

」と命名し、毎年各種イベントを実施する。1年目である今年度の内容は、岡山ゆかリ

の著名人による公演やショーを行う。毎年継続的に実施することにより、マスコミの報
道を通じて、全県民に対し献血ルームの一層の周知を図と共に、献血の重要性を呼
び掛ける。

津山市及び近隣の住民に対し
年4回実施。1回当たりの参加
人数30名。全員にアンケートを
実施。「次口献血の機会があれ
ば協力する」の回答が85%以
上

津山供給出張所内
見学ツアーイベント

新規 4月～3月

津山供給出張所の近隣住民に対し、献血した血液がどのような過程を通して医療機

関へ届けられているのか説明することにより、意識の向上を図ると共に献血への協力

を呼び掛ける。参加者にはパネル展示・DVD上 映による説明、施設内見学等を実施
し、記念品を進呈する。

津山供給出張所での献血者数
36人

献血さくら祭り津山
開設―周年記念イ
ベント

新規

津山供給出張所の開設1周年に併せ、近隣住民を対象に模擬店、パネル展示、移動
採血車の配車等のイベントを実施する。当該イベンHこより、献血をより身近に感じて
いただき協力者が減少しがちな年度初めの献血者の確保に努める。

薇数回献血者の目標i直
。複数回クラブ会員へのメール
による要請で応諾者数1.0∞人
以上おょび会員数2,400人増加

・同一献血会場での過去献血
者へのハガキによる献血要請
で応酷者12,500人以上

・年1回協力の(企業・団体)に
対し、20社に複数回実施への
移行を行う。

複数回献血者確保
事業

継続 複数回クラブ会員 4月～3月 12回
引き続き、血液不足時の献血要請だけでなく通常時に複数回協力頂けるよう定期的

な依頼を行う。また、サイトスタンパニを活用し、会員数を2,4∞人増加させる。

複数回献血者確保
事業

継続
同一献血会場で
の過去献血者

4月～3月
4,2∞回

(要請回数)
同二献血会場での過去献血者(過去3回分について検索)ヘハガキによる要請を年間
4,200回行う。それにより事前周知を図るとともに、献血の重要性を認識していただく。

複数回献血者確保
事業

継続
年1回協力の(企
業・団体)

4月ん3月
事業所等へ献血実施の依頼等で渉外活動を行う際、血液事業の現状を説明し年複

数回協力いただけるよう要請する。

その他の目標値
献血者1,4∞人/年 fAnniversaryJffifr

*+>.i-> 新規・継続 全献血者 4月～3月
誕生日、結婚記念日等献血者の記念日に県稀有いただいた場合、記念品を進呈す
る。本人だけでなく、家族や知り合いの方へ周知いただくことにより新規、及びリピー

ターの確保を図る。

岡山県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

血小板成分献血の実献血者を
4,8∞人確保する。

固定施設における
成分献血の確保

継続
血小板成分献血
協力者

4月～3月 20回
岡山市内の大学・専門学校等に「血小板成分献血の協力のお願い」ポスターの掲示、
およびチラシの配布を行い、固定施設での成分献血の参加を呼び掛ける。キャンペー

ン期間中に学生証を提示して下さつた方に記念品を贈呈する。

献血ルームでの4∞mL献 血者
を3,000人増加させる。

固定施設における
全血献血の確保

継続
移動施設での400
mL献 血協力者

4月～3月
移動施設での献血時にt移動施設でチラシを配布し、持参された方に記念品を贈呈
する献血キャンペーンを実施し安定的な全血献血の確保に努める。



平成25年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値 10代 献血者数6,750人

献血率6.2%
献血セミナー 継続 中高生 平成25年4月～平成26年3月 20回 以上 各学校

広島作成の献血推進用DVDの 放映や、スライド学習等を利用し、献
血を身近なものと感じてもらい、血液の重要性を訴えていく。

卒業記念献血 継続 高校生 平成26年1月 随時 各学校
献血セミーナー実施校に卒業献血協力をお願いし。400mL献 血、
初回、10代の献血者増加を図る。           1｀

20代の献血者及び献血率の目
標値 20代献血者23,800人 献
血率8.2%

学内献血 継続 大学生 平成25年4月～平成26年3月 随時 各学校
献血実施前、又は実施時に献血教室を開催し、献血思想普
及を図る。学内献血者数を500人増加させる。

大学生セミナー 継続 大学生 平成25年6月・11月 2回 血液センタ‐ 献血実施前に献血セミナーを開催し、献血に対する理解や知

識の向上を目指す。

その他の目標値
施設見学、体験学習等参加

者
赤十字プラザ見学研修 継続 1 。ヽ中・高・大学生箸 平成25年4月～平成26年3月 随時 血液センター 赤十字プラザの広報活動を行なうとともにも見学研修等を積

極的に受け入れて献血啓発活動を行なう。

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規サポータ33団体以上確保
献血協賛団体

確保対策
継続

協賛未加入
団体企業

平成25年4月～平成26年3月 随 時 各事業所等
企業及び各大学等において渉外活動時に、サポーター加入を
積極的にお願いし、協賛団体増加を図る。

各種ボランティア10団 体の研備
ボランティア団体の

研修会
継続 ボランティア団体 平成25年4月～平成26年3月 各1回以上 血液センター 各ライオンズクラブ、天理教広島教区等を対象とした研修会を行い、血液亭

業を取り巻く現状への理解度を高め、一目の協力Inを 求める。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月をte載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標恒
複数回献血クラブ新規会員

数
5,6∞人

複数回献血クラブ

会員募集
継続 献血者 平成25年4月～平成26年3月 随時

複数回献血クラブ会員募集の広報活動を行なうとともに、採血現場における会員募集を
実施する。

年度内複数回献血
の促進

継続 初回・新規者 平成25年4月～平成25年12月 随 時
初めてまたは久しぶりの献血への礼状を送付し、年度内の再来を促す。また複数回献血
クラブ会員の増加に繋げる

その他の目裸恒
血小板献血要請応諾率27%
4∞mL献 血要請応諾率40%

誕生月要請 継続 血小板成分献血堪 平成25年4月～平成26年3月 12回 メール及びはがきを送付し、前年度献血協力者の再来を促す。

地域献血要請 継続 4∞mL献 血者 平成25年4月～平成26年3月 12回 メール及びはがきを送付し、前回献血参加会場への再来を促す。

広島県赤十字血液センター

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体 的な対策 ・事 栗内容

新規0継続
｀

対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

茉憂士による栄養相談
固定施設・移動採血会場48回
実施

献血者健康増進事業 継続 献血参加者
固定施設35回

移動採血 13回

献血できなかつた献血申込者に対して、栄養士による健康相談を実施する。



平成 25年度 に献血 により受入れ る血液の 日標量 を確 保するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

山口県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値:5..2%(2,500人 )

20代 の献血者及び献血率の
日標値:.7.9%(9,500人 ) LOVE hAcbn山 口

腕まくリプロジェクト
継続

10代 ・20代 の
献血協力者

通年

①『腕まくリポイントカード」

②『腕まくリメール」

52回 エフエム山口による情報番寵 ②『腕まくリハートフルリレー」

20校 県内高校 ②「腕まくり高校献血増加計画」

25回 県内大学 ②「腕まくり大学献血出店作戦」

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規,継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

20社を目標

継続

献血協力企業・団体

通年 ①ホームページによる募集

継続 通年 ②推進担当者による協力団体への個別訪問

新規 通年 ③各協力団体への説明会・研修会での募集

新規 通年 ④協力団体への文書による募集

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策‐事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値

(新規会員登録者数)
1,800人

継続

協力可能献血者

通年 25,000部 ン ラブ情報誌の作成及び配布

継続 通年 25,000部 ②新規会員募集用リーフレットの作成及び配布

継続 ン ラブ会員対象の講演会の開催

継続 通年 ④血液不足時での緊急要鯖

平成 25年度 に献血 により受入れ る血液の 目標量 を確 保するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

徳島県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

献血率を6.2%にする

学内献血 継続 高校生 学校行事に合わせて 20回 各高等学校内 学内献血実施校数を増やし10代 の献血者を確保する。

マチ★アソビ 継続 若年層 イベントに合わせて 2回 イベントに合わせて アニメイベント参加者に献血をPR

献血キャンペーン 継続 若年層 12月 、3月 2回 献血ルーム
JRC部 員による献血キャンペーンを実施し

同世代の献血者にPR

20ftの献皿肴及び献血事の目
標値

献血率8.9%を維持

キャンパス献血 継続 大学生 学奉の予定に合わせて 1大学6回位 各キャンパス キャンパス献血の実施回数を増やし若年層を確保

クリスマス
献血キャンペーン 継続 若年層 12月 1、2回 献血ルーム、移動採血 学奉による献血キャンペーン

バレンタイン
献血キャンペーン 継続 若年層 1 回 献血ルーム 学奉による献血キャンペーン

その他の目標値
血液ゼミナール 継続 小学生・保護者 夏休み期間中 12回 血液センター

センター近隣の市町村の教育員会の承認を得、募集チラ
シを配布し参加者を募集し、センター見学、学習会を実施

する_           ｀

献血セミナー
継続 J ・ヽ中・高校生 学校行事に合わせて 20回 位 各学校にて

若年者を対象とし献血の重要性等を伝え、今後の献血

予備軍とする。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
冥施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規0休眠企業・団体等を
10社 増やす。

献血協力企業・

団体増加対策
継続 企業及び団体 4～ 3月 30回 位 各事業所

新規事業所の開拓及び休眠企業・団体等の掘起しを
保健所と連携して行う。

研修会、意見交換会を
2回開催する。

献血協賛企業活動
推進対策

継続

ライオンス
・
クラブ担当、

者協賛企業担当
者

7～ 8月 2回 未定

県下ライオンズクラブ担当者及び献血協力企業担当者に

対し血液事業の現状説明と意見交換会を実施することで

献血推進を図る。

献血サポーター企業・団体を
5社増やす。

献血協賛企業活動
推進対策

継続 献血協賛企業 通年 15回 位 各事業所等
献血に協力いただいている企業・団体を訪問し、

献血サポーターヘの参加を依頼する。



ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継統 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値

新規モバイル登録者数を
410名
(対前年度比110%)

複数回献血者
確保事業

継続 未登録献血者 通年 10回 位
会員募集リーフレットを作成しt新規登録者数増加を図る。

学内、キャンパス献血実施時に10回程度サイトスタンパーにて会員確保を図る。

徳島県赤十字血液センター

香川県赤十字血液センター
平成25年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値
6.0% 2070名

高等学校献血 継続 高校生 通年 10回 高等学校
県内の公立、私立高校に献血バスを配車し、400ml献 血を
実施(目標450名)。

若年層献血セミナー 継続 高校生 通年 5回 高等学校 血液センター職員による献血出前セミナー (目標5∞名)。

20ftの 駆皿石及ひ融皿卒の 日

標値
9.0% 7920名

大学・専門学校献血 継続 大学・専門学生 通年 30回 大学・専門学校
県内の大学・短大、専門学校に献血バスを配車し、400ml

献血を実施(目標1200名)。

若年層献血セミナー 継続 大学・専門学生 通年 5回 大学・専門学校 血液センター職員による献血出前セミナー(目標5∞名)。

セミナー実施後アンケートを実
施し、参加者8∞名のうち50%
以上の方から、献血可能年齢
に達した際に献血に行くとの回
答を得る

小学校献血セミ‐ 継続 卜学生(4・5・6年生 通 年 10回 小学校 血液センター職員による出前セミナー(目標8∞名)。

小学生親子血液セ
ンタ=見 学教室

継続
小学生(5・6年生)

保護者
5回 香川県赤十字血液センター

一日25組で5日間実施。献血セミナー及び血液センター施
設内見学。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

25年度新規協賛企業20社
献血ルーム献血協
賛企業   ‐

継続
献血ルーム周辺
企業

通年 随 時 献血ルーム
献血ルーム周辺企業に献血の協賛を呼び掛け(月約2

社)。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
栗麗時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

コメール会 員数  +10∞ 名
ピコメール会員加入

の推進
継続 献血者 通年 随 時

会員数を年間で+1000名を目標とし、バス、ルームともに進捗状況を監視する。特に若
年層への推進を強化。



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア 若年層献血者確保対策

別紙5

愛媛県赤十字血液センター

予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の
目標値
16歳 から19歳  2,821人
(年齢人口に対して5.5%と

する)

自校献血出前講層 継続 高校生・教員 5月 ～2月 県内高等学校
哀蓄雇雪軍堰壁島編r雷霧:課裳     艦 現薩看島'鏃

切さを訴える日判こ献血の現

中学献血出前講ロ 継続 中学生・教員 5 月 ～2月 県内中学校 臨 竃      艦 警篠舗〔幣甜潔誦雛懸   貫
の献血協力呼掛けを願う。

高校献血実施 継続 高校生 5月 ～2月 40校 県内高等学校

校内献血については、平成24年 度において35枚 以上を目標としているが、平成25年 においては40校 以上

の校内献血を実施する。また、校長会、養護教員会、県教育委員会においての献血説明会を継続して実施を

稿配課農寓潟詐緞 報犠誰鶴醍境=総
(申込みの内容等)においても細心の注意を持つて献血を実施する。

目標値
20歳 から29歳 11,250人
(年齢人口に対いて9.0%と

する)

大学献血出前講酒 継続 大学生。教員 4 月 ～6月 フ校(7回) 各大学

大学内において授業の一環として本献血出前講座を実施する。内谷は医師として所長より血液亭栗の現状

と、若年者献血の重要性を訴え学内献血等、協力を願う。

大学サークル代
表委員への献血

講座

継続 大学生 5 月 ～ 1 1 月 4校 (8回) 各大学
酪 I`ま侶到電命繁芳丸裂務刷摯襲繁瓶ふ芳百鼻貨警堅F;里製男琴急リン丁;冒
等の連絡網を願い広く大学生への呼びかけを願う。

大学内献血実施 継続 大学生 4・5。7.11月 5校 (11回 ) 各大学

ローターアクトクラブ協力によるフェイスブック等の活用も含め呼びかけをしていただく。また、大学サークルで

の委員会から各サークルの学生献血を願う。当日の現場においては職員がパネル等、献血の現状をグラフな

どにして学生へ協力を呼びかける。

専門学校出前講層 新規 その他学生 5月 ～ 1月 4校 (8回) 各専門学校

大学内において授業の一環として不献血出可講圧を要施する.皿なセンター前長又は薇選課願員により、皿

液事業の現状と若年者献血の重要性を訴え、学内献血実施及び献血ルームでの献血協力を願う.

16歳 から29歳 の献血者
(4月 ～イベント締切までの1
1月までの3か 月間に9,380
人を目標とする。) 若年層献血

新規 :6歳～29歳 松山市コミュニティー

センター文4ヒホール

網畔鍾蹴 =踏妥群殺齢凛I襲積朧 9
サークルからの代表者をステージに招き、司会者、血液センター所長と献血についての討議会をする。3部に

は血液センター所長と大物アーティスト(歌手)によるクイズ、トークショーを行い献血啓発に努める.この後ゲ
スHこよるミニコンサートを実施し、最後に高校生ポランティア及び学生赤十字奉仕団員による献血宣言をもっ

て終了とする。 会場に招待する献血者は8月より約4か月間の間に献血をして頂いた16歳から29歳で抽選
800人 招待する。

献血協力企業の増加
(15社/年)

新規事業所確保 継続 企業及び団体 4 月～3月 15社 各事業所

現状において企業の献血者も減少している中で、移動採血軍による瓢血看確保は引続き新規事栞所の番加
が必至である。このため血液センター推進の新規開拓は勿論だが、行政(保健所)及び献血推進団体のライオ
ンズクラブ会員へもお願いをし、年間15社 の事業所を新規加入を目指す。

別紙5

愛媛県赤十字血液センター

新規・継続

複数回瓢血 登録者の 目標
値

(1200人 /年 )
複数回献血協力
者確保強化キャ 継続 献血協力者 4 月～3月

車543回
配車

献血ルーム
363回 開

献血者全員にリーフレットを配布しクラブ会員としての意思付けと複数回献血の意義を伝える.特に、企業,街頭。大学での新規の会員登
録をお願いする。
また、ライオンズクラブ等の協力団体にもお願いし、会員からの紹介により新規登録者を確保する。献血ルームにおいては、血小板献血
の複数回協力者を確保し、血小板確保に努める.メール会員を増やし成分献血の予約制度を充実させる。

工 その他

新規・継続 対象者 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血者数180名
(初回献血者15%)

夏の献血キャン
継続 県民全般

大型商栗施設内でのイベント開催をする。事前にラジオ琴による番買を行い、広く夏場の献血協力を呼びかける。高校生ポランティア・大
学生ポランティアの協力を得て、広く献血者に呼びかける.またイベントステージによる若年者層の献血の現状等説明等実施する。ま
た、ゲストによる集客および献血啓発呼びかけをし、献血者確保に努める。

献血者数150名
(初回献血者 10%)

冬の献血キャン
継続 県民全般

大型両粟施設内でのイベント開催をする.亭前にラジオ等による番買を行い、二十歳の献血キヤンペーン期間に伴い広く若年者層への
献血協力を呼びかける。高校生ポランティア・大学生ポランティアの協力を得て、広く献血者に呼びかける。またイベントステージによる若
年者層の献血の現状等説明等実施する。また、ゲスHこよる集客および献血啓発呼びかけをし、献血者確保に努める。

小学生親子体験教室
(25組 の50名 )

献血セミナー 継続 小学生。保護者 献血年齢に満たない小学生(高学年)を対象にセンター見学で献血に興味をもつていただき献血思想普及を図る。

中四国プロック血液センター

見学  (4団 体40名 参加、
献血者は参加者の60%の 2
4名 )

献血セミナー 新規 高校生。大学生

日帰リバスツアーにて、中四国プロックセンターを見学。地域センターにおいては、検査・製造過程の見学ができない■両画面顧百ラ戸=

の役割、献血の必要性を理解いただく。公募に関しては、(高校生)ヤングポランティア 、(大学生)学生赤十字奉仕団 。大学ポランティ
ア ・ローターアクトクラプの4団体からの参加依頼をし、40名 の見学とする。また、参加者のうち6割 (24名 )以上の献血協力を頂くと
伴に、参加者は、自分の高等学校や大学内での校内献血において事前広報や、学生への呼掛けをして頂きより広く若年者層の献血を
推進していく。



3.採 血計画

平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策
ア 若年層献血者確保対策 高知県赤+字 血液センター

平成25年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 。継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

2,300人
献血率 8.0%

学内献血 継続 学生・一般 通年 15回 実施校 校内
・学域において入学時等に移動採血車を配車し、学生ボラン
ティアとともに啓発と献血を実施する(事前広報等の強化)。

はたちの献血 継続 学生・一般 街頭 1回(1月)
・ショッピングセンター

・関係機関・団体及び学生ボランティアによる街頭啓発を行い
併せて献血を実施する。

バレンタインデニ 継続 学生0-般

・街頭1回

(2月)
・ルーム1回

・シヨッピングセンター
・献血ルーム

・移動採血会場において学生ポランティアによる街頭啓発を行
い、併せて献血を実施する。
・献血依頼ハガキを送付し、献血いただいた方に記念品を贈
呈する(献血ルーム)。 新 聞無料掲載(高知新聞「伝言板」)

はた路の献血・減少
期対策
※ 下記の工.その他
に記載の事業

初回献血者確保 継続・新規 学生・一般 通年
大学、専門学校等
各献血会場

0学域を申心に初回献血者の確保を強化する(事前広報等)。
・初回者献血キャンペーンを実施する。

。初回者中心の献血実施
。初回者、初回者の紹介者に記念品贈呈
。広告宣伝等の広報活動の実施

・高等学校等での出前講座などを活用して、卒業後の献血推
進
強化に取り組む。

20代の献血者及び献血率の目
標値

7,300人
献血率 11.フ%

学内献血
¬

はたちの献血

パレンタインデー

「
上記10代の事業 同 じ

はた路の献血・減少
期対策
※ 下記の 工。その
他

初回献血者確保 継続・新規 学生 ・一般 通 年

・大学、専門学校等
・各献血会場

(企業・事業所等を
含)

。学域を中心に初回献血者の確保を強化する(事前広報等)。
・初回者献血キヤンペーンを実施する。

。初回者中心の献血実施
。初回者、初回者の紹介者に記念品贈呈
・広告宣伝等の広報活動の実施

3.採 血計画

イ.企業等における献血の推進対策

ウ.複数回献血協力者の確保対策

工.その他

高知県赤十字血液センター

平成25年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 ・事業内容

新規・継統 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規登録 12企業・団体
献血協力団体との連
携強化

継続 / 通 年
・渉外活動において、登録団体の確保と新規団体の開拓する
とともに、会合等に積極的に参加し、情報提供に努める

ライオンズクラブ協力率23% 献血推進団体との連
携強化

継続 / 通年 3回 中央公園、各事業所等
・ライオンズクラブ定例会(会長幹事会)、献血研究会に出席
し、情報提供及び献血推進強化の依頼を行う。

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の 目標値

複数回クラブ登録600名

誕生月献血キャン
継続

各月に誕生 日を
迎える献血者 通 年 12回 ・誕生月に献血ルームから献血依頼ハガキを送付し、献血者には記念品を提供する。

複数回献血クラブ登
録推進

継続
献血クラブ未登録

献血者
通 年 ・複数回献血の呼びかけ強化し、複数回献血・登録に記念品を提供する。

クイックマッサージ 継続
献血希望者
(献血ルーム)

‖月～2月
1回

(延べ40日)

・献血呼びかけの新聞無料掲載(高知新聞「伝言板」)等で広報を実施し、複数回献血に
結びつける(献血ルーム)。 事 前に周知用依頼ハガキの送付。

平成25年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 ・事業内容

新規 ・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

献血者数2∞人、400構成比92%、
若年層比率10%、複数回登録10名

・はた路の献血
新規 県西南地域の住F 4月又は5月

1 回 0県西南地域の移動採血計画時に、学生ボランティアを動員し、献血推進の啓発・献血
を実施する。若年層の献血者確保のため、実施日の工夫を検討する(土。日の実施)。

ハガキ1,000枚 送付
応諾率20%、 献血者200人

減少期対策」
継 続 献血希望者

・衛頭 :4月中旬
・献血ルーム

(4月27日～5月6日前後)

0街頭 1回
・献血ルー

・学生ボランティアによる街頭啓発を行い、併せて献血を実施する。
・献血依頼をハガキを送付し、献血者には記念品を贈呈する(献血ルーム).

ハガキ1,500枚 送付
応諾率20%、 献血者300人

継 続 献血希望者 7月～9月 3か月間

・関係機関・団体及び学生ポランティアによる街頭啓発を行い、併せて献血を実施する。
(7月 1回 )        .
・献血呼びかけの新聞無料掲載(高知新聞「伝言板」)等で広報を実施し、来所された方
にアイスクリーム進呈し、複数回献血に結びつける(献血ルーム).
事前に周知用依頼ハガキの送付。

400mL実 献血者60人 X4回

合計 240名

[減少期対策]

継続 献血希望者 4回
・移動献血会場をメインに学生ボランティアによる啓発活動を行い、併せて献血を実施す
る。

必要に応じてハガキ送付
応諾率20%

[減少期対策]
・血小板確保

継 続
成分既献血者

随時 (通年)
・血小板の減少期に随時ハガキによる献血依頼を行い、確保の強化に努める。
依頼ハガキにより協力いただけた方に記念品を贈呈する。



別紙5

福岡県赤十宇血液センター
平成 25年度 に献血 により受入れ る血 液の 目標量 を確 保するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献 血者及び献血率の 目

標 値
'

11,218人

広報 継続 高校生 10月～3月 福岡市内 フリーペーパーによる献血の呼び掛け

広報 継続 高校生 4月～3月 福岡市内
福岡市内中心部の循環バスに若者向けのメッセージを装
したラッピングバスの運行

キヤンペーンの強
化

継続 iO代 8。12.1.2.3月 福岡県内
キヤンペーン実施時にプロスポーツ団体のキャラクターl
よる呼び掛け

高校献血推進 新規 高校生 4月～3月 福岡県内 需駐彗曇境趣1馨19管
底的な推進を行い、実施率を

20代の献血者及び献血率の日
標値

45,662人

広報 新規 大学生・社会人 10月～3月 福岡市内 フリ=ペ ーパーによる献血の呼び掛け

広報 新規 大学生・社会人 4月～3月 福岡市内
福岡市内中心部の循環バスに若者向けのメッセージを装
したラッピングパスの運行

広報 新規 大学生 4月～3月 福岡県内 内10大学の食堂や売店の箸袋に献血に関する広告を載せ

キヤンペーンの強
`ヒ

継続 10代 8.12.1.2.3月 福岡県内
キャンペーン実施時にプロスポーツ団体のキャラクターに

よる呼び掛け

専門学校推進 新規 専門学校生 4月～3月 福岡県内 臨時職員による専門学校の徹底的な推進

その他の目標値

50回
献血セミナーの開催 継続 小・中・高・社会人 4月～3月 福岡県内 献血セミナーを実施し、高校献血や企業の献血につなげそ

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

5社
入社式や研修等での

献血やセミナーの実
施

継続 主に新入社員 4 . 5 。9。1 0 月 (株)ホシザキほか4社
入社式や研修時に新入社員を対象とした献血やセミナー

を行い、若年層献血者を確保する。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

別紙5

福岡県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細にEa載すること)

瞑双回融皿百の 日標恒

3,3∞人

サイトスタンパーに
よる献血登録者確
保

継続
複数回献血未登
録の献血者

4月～3月
D.M.やチラシによる案内と献血会場で口頭による勧誘を行いて登録者を募る。登録方

法はサイトスタンパーを用いて行い、登録者には粗品を提供する。

2∞人
スタンプキヤンペー

継続 献血者 8.12.1.2.3月
若年層確保対策のキヤンペーン(サマー、クリスマス、はたちの献血、バレンタイン

デー、ホワイトデー)時に複数回献血をされた方に処遇品を提供する

工.その他

平成25年度の数値目標 事業名

|・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

19405人 初回献血者紹介
キャンペーン 継続 10～ 20代 4月～3月

学生献血推進協議会メンバーや献血者から献血経験のない方を紹介してもらうキヤン
ペーンを実施して、初回率を10代を67%⇒ 70%、20代を22%⇒ 25%ま で引き上げる

18大学
ボランティア組織の
拡充(大学) 継続 大学生 4月～3月 学生献血推進協議会等のポランティア組織を16⇒18大学に拡充する

4校
ボランティア組織の
拡充(専門学校)

継続 専門学校生 4月～3月 学生献血推進協議会等のポランティア組織を0⇒4校に拡充する



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

イ.企業等における献血の推進対策

――――一二―     佐 賀県赤十字血液センター

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載するこめ

10代 の献血者及び献血率の

目標値   6.1%

高等学校における
献血セミナー 継続 高校生 通年 学内

県・教育委員会等と協力し実施校及び未実施校に開催の
働きかけを行う。

大学・短大等におけ
る献血セミナー 継続 大学・短大生等 4月 ・10月・12月 学 内

学生ボランティアと協力しながらチラシ等の配布を行う:ま
た、けんけつちゃんの若ぐるみを活用して大学生等が献血
しやすい雰囲気を作る。

若年層献血キャン
ペーン 新規・継続 10代 の若年層 年2回 献血プラザさがご移動採血 若年層をターゲットにキャンペーン期間を設定し、特別記

念品を配布する。
広報における献血
啓発

新規 10代 の若年層
実施時期

未定
献血プラザきが・移動採血 啓発番組作成及びCMに よる広報、啓発用リーフレットの

作成
Jl『サガン鳥栖」と
のコラボ 新規 10代 の若年層

実施時期
未定

未定
Jl『サガン鳥栖」とのコラボによる若年層への献血啓発活
動

日赤佐賀県支部と
のコラボ 新規 10代 の若年層 通年 未定 高校等における各種請習会に併せての献血啓発活動

20代 の献血者及び献血率の

日標値   8.2%

大学・短大等におけ
る献血セミナー 継続 大学・短大生等 4月 ・10月 012月

学 内
学生ボランティアと協力しながらチラシ等の配布を行う。ま
た、けんけつちゃんの着ぐるみを活用して大学生等が献血
しやすい雰囲気を作る。

E$Effrfr*+>
,(-> 新規0継続 20代 の若年層 年2回 献血プラザさが・移動採血 若年層をターゲットにキャンペーン期間を設定し、特別記

念品を配布する。
広報における献血
啓発

新規 10代 の若年層
実施時期

未定
献血プラザさが・移動採血 啓発番組作成及びCMに よる広報、啓発用リーフレットの

作成

Jl「サガン鳥栖」と
のコラボ: 新規 10代 の若年層

実施時期
未定

未定
Jl『サガン鳥栖」とのコラボによる若年層への献血啓発活
動

日赤佐賀県支部と
のコラボ 新規 10代 の若年層 通年 未定 各種講習会に併せての献血啓発活動

そのIEの 日標 llE

学生ボランテイア新メンパー5名
以上 の確保

若年層献血セミナー
継続 大学・短大生 血液センター 奇藤蓋群圭著監裏老5扉=議事マンティア勧誘のため

別紙5

佐賀県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
要麗時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

年間4回 協力団体並びに推
進団体の紹介

継続 企業及び団体 4月・7月・10月・1月 4回 佐賀県の赤十宇情報誌に各企業等の献血活動紹介や担
当者の声を掲載する:

献血サポーター新規登録企業
10社以上の確保

献血協賛企業活動
推進事業

継続 企業及び団体 通年 各企業
各企業及び献血協力団体ヘバンフレット・規約等を持参し
て推進を行う。

企業献血における献血者数を
前年比5%以 上増加させる。

献血協賛企業活動
推進事業

継続 企業及び団体 通年 各企業
各企業及び献血協力団体等の担当者に血液事業の現状
等を説明して推進を行う。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期※

鳥ξ曹夢重緩諄」lr実
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の日標値
1,700名

複数回献血協力者
確保対策

継続
複数回献血者

(未会員)
通年 督勢日酔賓奪穏 夕蕪重馴島恨饉こでg猿富鵬程見馨出著夕者

で未登録

その他の目標lE
複数回献血者30%増 複数回献血協力者

確保対策
継続 献血者 通年

複数回献血クラブ会員あてに献血者減少期を中心に複数回献血への協力を呼び掛
ける。   処 遇時に次回献血可能日をお知らせして年2回以上きていただけるよう
推進する。

工.その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血プラザさが(母体)献血者
成分献血者20%増 継続 献血対象者 通年

湯交   F晴
的

智
°卜 のダイレクトメ刊 唯 F。母体周辺■業

献血プラザさが(母体)献血者
400mL献 血者10%増 継続 献血対象者 通 年

課交    Fい
方的

響
力 へのダイレクトメJ曜 信.母体周i24業



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ウ.複数回献血協力者の確保対策

長崎県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

高校献血の推進 継続 高校生 6月～2月 高等学校

17歳 からの400mL献 血を積極的に取り組み、献血セミ

ナーの実施も増やしていく。私立高校(男子校)に比較し公

立高校の実施率が低いため、学校訪間を積極的に実施
し、学校側の理解を得るように推進を図る。また行政との
連携を図りながら、一緒に学校訪間を実施する。

献血セミナー
継続 中高校生 4月～3月 学校又は献血会場

県内中学209校 、高校79校 あり、平成24年 度は、中学1

校、高校3校程予定、実施しているが、引き続き献血セミ

ナーを実施していくため、高校献血推進時には、校内献血
に併せ献血セミナーの実施も含めて積極的に推進する。

献血セミナー
継続

大学及び専門学
校生

4月～3月 学校又は献血会場

学生ボラオ イアの育成強化を行う。キヤンパス内での献
血協力やポランティア募集のためのチラシ配布を行う。西

九州地区で佐賀センターとの合同ボランティア研修会を今

後も継続していく。
20ftの駆皿看及ひ献皿率の目
標値

大学献血の推進 新規 大学生 4月～3月 大学、短大

キャンパス献血では、専用の若年層用のポスター、チラシ

を作成し若年層へ献血を訴えていく。また大学内部に献血

推進組織を立ち上げ、大学と連携しながら学生への献血

推進を図るざホームページに献血、輸血情報を掲載し、相
互リンクにより情報を提供する。

専門学校等 新規 専門学生等 4月 ～3月 専門学校、教育機関等

ビジネス専門学校、警察学校、看護学校、自衛隊教育隊
等移動献血車を配車して積極的に献血の協力を呼びかけ
る。

その他の目標値
23.2%以上

10代 、20代 の献
血構成比率の向上

継続 警察学校等 4月～3月 学校又は献血会場

平成24年度上半期10、20代献血者の構成比率は、2
2.7%で あり、平成23年度の23.2%と 比較して減少傾
向にあるので、自衛隊、警察学校等の教育訓1練期間中の
学生への献血推進を強化していく。

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

30社 以上
新規又は掘り起し
団体への献血推進

継続 企業又は団体 通年 固定施設及び移動採血

献血未実施企栞'団体へ積極的に訪問し、血液の必要性
や献血の方法について訴えていく。また、消防団等の訓練
時に合わせた献血の実施についても推進していく。

50団 体以上 献血協賛企業活動
推進事業

継続 企業又は団体 通年

献血実施いただいている企業、団体等にさらに登録をお願
いする。今後も継続して献血支援を頂くためにも募集活動
を続けていく。

長崎県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
異麗 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

覆双回献皿者の目標値
研修会の参加人数を60名 以
上とする

複数回献血協力者
研修会 継続 腹数回献血登録籠 1 0月～11月 2回

ビデオ上映「ありがとう!つていつばい言わせて」、赤十字健康生活支援請習(生活習
慣病予防について)及びAED講 習を開催する:

200組 (400名 ) 継続

複数回献血登録
者及び献血協力

者

1 回

献血協力者(複数回登録者)200組 (400名 )を映画上映に招待し、献血セミナ
ー実

施後、映画上映を行う。

でのfuの日穏恒
年間の実献血者で2回以上の
複数回献血者の割合を30.6%に

メールとハガキによ
る献血依頼 継続

薇藪回献皿登球
者及び献血依頼
対象者

4月～3月 随時

キャンペァン期間、冬場等献血者確保力(困難な時期を重点的に1年以内に協力頂い
た献血者に対し、献血の依頼を行う。年間を通じて2回以上献血する実献血者の率を
30.6%にする。

工.その他

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

西海ルームが平成3年
に開設し、

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

月10台 1車平均50名 以上 休日献血の拡大 継続 献血者 通年 年間120回
商業施設や企業、地域のイベント等に合わせた休日献血を拡大していく



平成25年 度に献血により受入れる血液の 目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規。継続 対象者
実施時期

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

標値:6.2% キヤンペーン 度半ばから開
始)

に400mL献 血対
象者)

全献血会場

(献血推進及びキャンペーン告知)を作製し、学校から配
布をしてもらい初回献血者確保と併せて推進を図る.

また、オリジナルグッズを作製し献血者に配布。
更に、若者向け情報誌、公共交通機関へのポスター掲

示等により周知を図る。

継続

併せ15校)
県下高等学校 献血未実施校の開拓、献血セミナーを通じ採血車の配

車及び献血ルームでの献血協力を図る。

20代の献血者及び献血率の目
標値:8.5%

:はじめよう献血」
キヤンペーン 度半ばから開

始)

20歳代の方(主に
4∞mL献 血対象
者)

通年予定 1 回 オリジナルグッズを作製し献血者(lQ20代)にに
若者向け情報誌、公共交通機関へのポスター掲示

等を通じ、周知を図る。
また、献血経験者にダイレクトメールを送付し、キャン

ペーン周知を図る。

新成人への周知 県下成人式会場 リーフレットを作成し、市町村を通じ新成人に配布。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規=継続 対象者
冥服時期

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

推進事業
継 続 企業・団体 通 年 瓢血実施に係る打ち合

わせ場所
献血協力企業・団体への依頼。情報誌でのロゴマニクの

~

募集PR。

県下全ライオンズクラブ献血研
修会(58クラブ会員参加) 増加対策 会 員

パワーボイントと推進用DVDを 活用して献血の現状や
必要性を伝える。(高校献血実施に係る推進)

60社。30団体参加、他10保健
所・43市町村・30支所出席)H
25年度400mL目標4Q913人

増加対策
継続 2月～3月 「ll年、保促所主催で管内の市町村と企業・団体の献血担

当者を招集し、献血の現状等を説明し啓発する。

ウ.複 数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

23年度における年間1回のみ
献血協力者7Ql%⇒65.眺とし、
約2500人の複数回献血協力

キヤンペーン 度半ばから開
始)

4∞m哺 血を協
力し、期間中更に
400m嗽 血を協

～同30日
・平成25年9月1日
～平成26年3月31日

期間中、県下各献血会場において4∞mL献 血を協力された方にキ■シペア
ードを渡し、同カード持参者にオリジナルグッズを配布する。

キ輌責野ti醐璽驚三1釘癬舅謂ど最選琴瞥甲吹「l・じめよ,1血

平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

男11紙5

大分県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値 6。2%

若年者献血セミ
ナー 継続 高校生 通年 各学校

県内の高校を行政担当と訪問し、校内献血を含め献血セ
ミナーの実施を依頼する。

学内400mL献血
キヤンペーン 継続 高校生 通年 献血実施校 高校生が好む処遇品を進塁する。

20ftの顧皿有及び融皿卒の目
標値 8.2% 学生献血サポー

ター 継続 学推協加盟の学生 サッカードーム他
採血バスに同行し、献血会場周辺での献血啓発や大分ト
リニータのホームゲーム前に、ビッチにて献血協力の依頼
をサポーターに向けて呼びかける。

二十歳の献血街頭
広報

継続 成人者(二十歳) 成人式会場
献血に関する展示ブースを成人式会場に設け、新成人に
献血を理解していただくための啓発を行う。

クリスマス献血キャ
継続 学推協・地域住民 血液センター

運営は学生献血推進協議会が実施し、参加学生が献血
の啓発とともに自ら献血を実施する。また、赤十字事業の
紹介や体験をしていただいたり、出店や舞台でのイベント
を実施し、地域住民の参加や献血を行う。

その他の目標値
参加者1∞名 親子けんけつ教室 継続 小学生親子 献血ルーム・九州BBC 献血の現場や九州BBCを 見学し、献血の必要性を理解し

ていただき、将来の献血者を確保する。

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血サポーターロゴマーク
100社配布 献血者安定確保 継続

献血協力企業(団
体)

通年 週1回 県内
地方紙の夕刊に週1回献血協力団体へお礼のメッセージ
を掲載する。協力事業所の社会貢献PRに もなるため、渉
外による協力依頼にも有効である。



ウ.複数回献血協力者の確保対策

別紙5

大分県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

薇叡回献皿者の目標恒
新規会員100名増
複数回献血者660名増

広報誌発行 継続 会員・年1回献血堪 6・9012・3月
広報誌を年4回発行し、会員はもとより、年1回の献血者へも広報誌を送付し、献血の
現状を理解いただき、2回・3回の献血協カヘ導く。

会員募集 継続 献血者 通年 QRコード入りの募集チラシを献血者へ配布する。

献血協力依頼 継続 既献血者 通年 同献血会場での過去3年の献血者へ、DMに よる献血依頼を実施する。

工.その他

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している実

施月を記載すること
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

採血バス1車当たり400mL献 血
者50.5人確保 (H2449人)

LC献 血セミナー及
び研修会

継続 LC会員 7月・11月
県内35LC献 血の推進拡大、会員も献血知識向上や更なる献血の重要性の理解を図
るため、セミナー(110名参加)の開催及び九州BBC(40名 参加)の視察等を実施し、L
C協 力献血での献血者を増やしていただく。

採血バス1車当たり4∞mL献 血
者50.5人確保 (H2450人)

献血者安定確保
キャンペーン 継続

移動採血バス献
血者

通年 年間5回 (各lヶ月)献血者安定確保キャンペーン(処遇品のプラスワン)を実施する。

平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア。若年層献血者確保対策

別紙5

宮崎県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値  2,700人 6.2% 高校集団献血 継続 高校生 5 月 ～ 1 月 20回 各高校 高校における集団献血の実施

大学集団献血 継続 大学生 4 月 ～1 2 月 20回 各大学 大学における集団献血の実施

専門学校集団献血 継続 専門学校生 4 月 ～ 1 2 月 各専門学校 専門学校における集団献血

標値  8.815人 8.8% 大学集団献血 継続 大学生 4 月 ～1 2 月 各大学 大学における集団献血の実施

専門学校集団献血 継続 専門学校生 4 月 ～ 1 2 月 10回 各専門学校 専門学校における集団献血

(献血ふれあい事業6∞人)
(献血セミナー4∞人)

献血ふれあい事業 継続 小中学生・保護者 7 月～2 月 15回
各学校・献血会場・献血

献血セミナー 継続 中学性・高校生 7 月 ～2月 10回 各学校・献血ルーム

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

400mL献 血者 1,200人 町、総ぐるみ献血
参加運動

継続 4月 ～3月 20回 市町村。公民館等

ウ.複 数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

11.∞0人 ハガキ要請 継続 献血者 通 年 50回
街頭献血やイベント献血の際にご協力をいただいた献血者に同会場での献血実施の
際にハガキ要請を行う。

献血ありがとう(ポ
イントカード) 継続 献血者 通年 献血ルームの献血者を対象にポイントカード(5回献血)で特別記念品をプレゼント

工.その他

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

PCHLA登 録者 200人 PCHLA登 録者募』 継続 血小板成分献血宅 通年 献血ルニムでの血小板成分献血者を対象にPCHLA登 録の推進を図る。



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア。若年層献血者確保対策

鹿児島県赤十字血液センター

鹿児島県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

6.196

継続
オーディション
参加希望者

6月、7月、8月 研修ホール 地元ラジオ局とのタイアップにより、ヴォーカルオーディショ
ン参加者へ献血推進を行う。

高校出前講座 継続 17歳以上高校生 4月～3月 各学校
17歳～18歳学生を対象とした出前講座を実施し、献血に
対する理解を深めていただく。

20代の献血者及び献血率の日
標値

継続
オーディション
参加希望者

6月、7月、8月 研修ホァル 地元ラジオ局とのタイアップにより、ヴォーカルオーディショ
ン参加者へ献血推進を行う。

その他の目標値
・360名
・70名

キッズ献血 継続

小字生高字年及

び
その保諄者

血液センター他
小学生に献血を模擬体験してもらうことで献血の重要性と
いのちの大切さを学んでもらう。

職場体験学習 継続 中学生 5月、7月、10月、1月、2月 血液センター、献血ルーム 献血可能年齢を目前に控えた中学生へいのちの大切さや献血の重要

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

60名 各団体・事業所
献血担当者研修会

新規・継続
各団体・事業所
献血担当者

未定 未定
各団体及び事業所の献血担当者へ献血に関する研修会
べ参加していただき献血推進を強化していただく

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値

360名
抽選会 継続

複数回献血クラブ
会員   、

献血者減少月(11～) 複数回献血クラブ会員に対しイベント(抽選会)を実施する。なお、血液不足時とする。

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者各15名 母体
午後の献血イベント

継続 固定施設献血者 `ヶ月おき 午後の献血者が少ないことに伴い、午後のイベントを実施する。

当 日1稼動 50名 献血ルーム
めっちゃ抹茶DAY 継 続 固定施設献血者 10月～3月 ホリスティックヘルスのお茶講座を用いた血小板 ・4∞ mL献 血者確保

当日1稼動50名 献血ルーム血小板
400献血感謝DAY 継続 固定施設献血者 10月～3月 ネイル・ハンドマッサージを用いた献血者確保

当日1稼動m嘔 新春お琴の初音
コンサート 継続 固定施設献血者 献血者を招待しコンサートを実施することで、複数回献血者の増加を目的とする。

当日1稼動70名
HHPか ごしま
X'masコンサート 継続 固定施設献血者 1 献血者を招待しコンサートを実施することで、複数回献血者の増加を目的とする。



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

沖縄県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継統 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

献血率 6.2%

高校献血教室 継続 高校生 通年 県内各高校
生徒、教職員および保護者対象の献血セミナー。献血基
礎知識、受血者体験談、DVDの 上映等.

就業体験受入 継続 高校生 通年 沖縄県血液センター 就業体験の積極的な受け入れ。

高校献血実施 継続 高校生 通年 各高等学校 各高校における献血の実施。17歳 男子400ml献 血の推進。

た学、専門 献血実嘉 継続 に学生、専門学校 通年 県内各大学、専門学校 各学校における献血の実施。

20代の献血者及び献血率の日
標値

献血率 8.2%

大学、専門 献血教室 継続 大学生、専門学校生 通年 県内各大学、専門学校
学生対象の献血セミナー。献血基礎知識、受血者体験
談、DVDの 上映、学生ポランティア呼掛け等。

大学、専門 献血実施 継続 大学生、専門学校生 通年 県内各大学、専門学校 各学校における献血の実施。学推協の呼び掛け協力.

J ・ヽ中学校献血教室を3回 以
上

就業体験受入を5校以上

小、中献血教室 継続 4 、ヽ中学生 通年 県内各小中学校
生徒、教職員および保護者対象の献血セミナー。献血基
礎知識、受血者体験談、DVDの上映等.

就業体験受入 継続 中学生 通年 沖縄県血液センター 就業体験の積極的な受け入れ。

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血団体 20 新規献血団体訪間及
び献血実施 継続 献血未実施団体 通年 各事業所

献血未実施団体を訪問し、献血への理解、実施協力を依
頼する。

休眠献血団体 10 休眠献血団体訪問及
び献血実施 継続

3年以上献血休眠団
体 通年 各事業所

献血実施が3年 以上途絶えている団体を訪問し、献血ヘ

の理解、実施協力を依頼する。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

別紙5

沖縄県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策口事業内容

新規・継続 対象者
粟麗 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

3,800名

複数回献血協力者確保 継続 登録者 平成25年 4月 ～3月 6回 以上
年間を通し、緊急時、不足時及び夏場、冬場の血液不足の時期にメール等で協力依

頼する。   ・

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

840名 (月70名 登録目標)
複数回クラブ会員
勧誘強化

継続 男64才 、女性54才迄 4月.7月。10月。1月 4回
統―システムより、男性64才、女性54才迄の方で、50kg以上の献血可能な未登録
者を対象に3カ月ごとに封書にて勧誘依頼する。移動場所、ルームでも常時配布
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平成 25年 度の血液製剤の安定供給に関する計画 (需給計画)(案 )

置壁労働者告示星
本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (以下 「法」

とい う。)第 3条 に規定する基本理念に基づき、血液製剤 (法第 25条 第 1

項に規定する血液製剤をい う。以下同じ。)の 安定供給を確保することを目

的とするものである。

これにより、血液製剤の需要と供給等の動向を把握 し、本計画に沿つた製

造、輸入等が行われることを確実なものとするとともに、供給等の実績をき

め細かく把握 し、適時、適切に対応できる体制を構築するものとする。

なお、本計画において、次の各号に掲げる血液製剤は、それぞれ当該各号

に定めるものとする。

l ア ルブミン 加 熱人血漿たん白、人血清アルブミン及び遺伝子組換え

型人血清アルブミン

2 組 織接着剤 フ ィブ リノゲン加第XⅢ 因子及びフィブリノゲン配合剤

3 血 液凝固第Ⅷ因子 乾 燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子及び遺伝子組換え型

血液凝固第Ⅷ因子

4 乾 燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子 乾 燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体 (国内

で製造 されるものに限る。)、乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子及び遺伝子組

換え型血液凝固第Ⅸ因子

5 イ ンヒビタニ製剤 乾 燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体 (輸入されるもの

に限る。)、活性化プロ トロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回

活性複合体及び遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子

6 ト ロンビン ト ロンビン (人由来のものに限る。)

7 人 免疫グロブ リン 人 免疫グロブ リン、乾燥イオン交換樹脂処理人免

疫グロブリン、乾燥スノンホ化人免疫グロブリン、pH4処 理酸性人免疫グ

ロブリン、乾燥 pH4処 理人免疫 グロブリン、乾燥ペプシン処理人免疫グ
ロブリン、ポリエチレングリコール処理人免疫グロブ リン及び乾燥ポ リ
エチレングリコール処理人免疫グロブリン

8 抗 HBs人 免疫グロブ リン 抗 HBs人 免疫グロブ リン、乾燥抗HB

s人免疫グロブ リン、ポ リエチ レングリコール処理抗HBs人 免疫グロ

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗HBs人 免疫グロブ リン

9 抗 破傷風人免疫グロブ リン 抗 破傷風人免疫グロブ リン、乾燥抗破傷

風人免疫グロブ リン、ポリエチ レングリコール処理抗破傷風人免疫グロ

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブ リン

第 1 平 成 25年 度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び量

平成 25年 度において必要と見込まれる血液製剤の種類及び量は、血液製

剤の製造販売業者等 (製造販売業者及び製造業者をい う。以下同じ。)に お

ける供給見込量等を基に別表第 1の とお りとする。

第 2 平 成 25年 度に国内において製造され、又は輸入されるべき血液製剤の

種類及び量の目標

第 1及 び血液製剤の製造販売業者等における血液製剤の製造又は輸入の見

込量を踏まえ、平成 25年 度に国内において製造され、又は輸入されるべき

血液製剤の種類及び量の目標は、別表第 2の とお りとする。

第 3 平 成 25年 度に確保されるべき原料血漿の量の目標

第 2を 踏まえ、平成 25年 度に確保 されるべき原料血漿の量の日標は、
92万 リットルとする。

第 4 平 成 25年 度に原料血漿から製造されるべき血液製剤の種類及び量の目

標

平成 25年 度に原料血漿から製造 されるべき血液製剤の種類及び量の目標

は、別表第 3の とお りとする。

第 5 そ の他原料血漿の有効利用に関する重要事項    :

1 原 料血漿の配分                     :

倫理性、国際的公平性等の観点に立脚 し、国内で使用される血液製剤が、

原則 として国内で採取された血液を原料 として製造され、海外の血液に依

存 しなくても済む体制を構築すべきである。このため、国内で採取された

血液を有効に利用 し、第4に 掲げる種類及び量の血液製剤の製造等により、

その血液が血液製剤 として安定的に供給されるよう、採血事業者が原料血

漿を血液製剤の製造販売業者等に配分する際の標準価格及び配分量を次の

とお り規定する。



原料血漿の標準価格は、(1)から(2)までに掲げる原料血漿の種類ご
とに、それぞれ(1)から(2)までに定めるとおりとする。

別表第1 平 成25年 度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び量

(注)数値は、製品の規格別に報告された数量を集計し、代表的な規格・単位(換算規格)に換算したうえ、
四捨五入により100の整数倍で表示した。

(1)凝 固因子製剤用   1

(2)そ の他の分画用

6 4 0円 / L

7 2 0円 / L

2 血 “製剤の製造販売業者等に配分する原料血漿の種類及び見込量は、
それぞれ (1)から(3)までに定めるとお りとする。

(1)一 般財団法人化学及血清療法研究所

イ 凝 固因子製剤用  19。 o万 L
口 そ の他の分画用  14。 0万 L

(2)日 本製薬株式会社

イ そ の他の分画用  13.、 5万 L

(3)一般社団法人 日本血液製剤機構

イ 凝 固因子製剤用  35.8万 L
口 そ の他の分画用   9。 7万 L

1 「 凝固因子製剤用」とは、採血後6時間又は8時間以内に凍結さ
せた原料血漿であつて、血液凝固第Ⅷ因子を含むすべての血漿分画
製剤を作ることができるものをいう。

2 「 その他の分画用」とは、採血後6時 間又は8時間以上経過した
後に凍結させた原料血漿であって、血液凝固第Ⅷ因子以外の血漿分
画製剤を作ることができるものをいう。

2 血 液製剤の安定供給の確保のために望ましい在庫について

平成 13年 3月 に、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子の出荷一時停止等
の問題が生じたことを踏まえ、このような緊急事態に対応できるよう製造
販売業者等は二定量の在庫を保有することが望ましい。

典液製剤の種類 換算規格 需要見込量

アルブミン 25%50mH瓶 3,028,200

乾燥人フィブリノゲン lg l瓶 6,500

組織接着剤 Cm 12,492,100

血液凝固第Ⅷ因子 1000単位 1瓶 506,500

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子 1000単位 1瓶 89,000

インヒビター製剤 延人数 25,000

ヒト血漿由来乾燥血液凝固第XⅢ 因子 1瓶 117,100

トロンビン 10000単位 1瓶 17,200

人免疫グロブリン 2.5g l瓶 1,800,700

抗HBs人 免疫グロブリン 1000単位 1瓶 17,600

乾燥抗D(Rho)人 免疫グロブリン 1000倍1瓶 、 11,300

抗破傷風人免疫グロブリン 250単位 1瓶 67,600

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ 500単位 1瓶 430,000

乾燥濃縮人活性化プロテインC 2500単位 1瓶

人ハプトグロビン 2000単位 1瓶 40,000

乾燥濃維ittCI―インアクチヘ―゙ター 1瓶 1,400



別表第2平 成25年 度に製造・輸入されるべき血液製剤の種類及び量

血液製剤の種類 換算規格

製造・輸入目標量

国内血漿由来 輸入血漿由来 遺伝子組換え 計

アルブミン 25%50m11瓶 1.835,700 1,235,200 3,070,900

乾燥人フィブリノゲン lg l瓶 7.500 7,500

組織接着剤 6,320,000 7,238,400 13,558,400

血液凝固第Ⅷ因子 1000単位 1瓶 90,700 418,000 508,700

乾燥濃縮 人血液凝 固第Ⅸ因

子
1000単位 1瓶 45,600 50,700 96,300

インヒビター製剤 延人数 18,400 23,500

ヒト血漿由来乾燥血液凝固第
XⅢ 因子

1 瓶 132,000 1321000

トロンビン 10000単位 1瓶 12,600 12,600

人免疫グロブリン 2.5e 1*E 1,769,900 86,200 11856.100

抗HBs人 免疫グロブリン 1000単位 1瓶 400 14,800 15,200

乾燥抗D(Rho)人免疫グロブ
リン

1000倍 1瓶 141300 14,300

抗破傷風人免疫グロブリン 250単位 1瓶 61,800 61,800

乾燥濃縮人アンチトロンビン
Ⅲ

500単位 1瓶 439,000 439,000

乾燥濃縮人活性化プロテイン
C

2500単位 1瓶

人ハプトグロビン 2000単位 1瓶 46,400 46,400

乾燥濃縮人CI―インアクチヘ
・―夕= 1瓶 800 800

24年度末
在庫量(見込

供給可能量

703,700 3,774,600

9,300

2,119,100 15,677,500

215,000 723,700

40,100 136,400

10,900 34,400

28,500 160,500

19,200 31,800

403,500 2,259,600

12,600 27,800

8,600 22.900

29,600 91,400

109,300 548,300

300 300

6,80( 53,200

1.30C 2,10C

別表第3平 成25年 度に原料血漿から製造されるべき血液製剤の種類及び量

(注)数値は、製品の規格別に報告された数量を集計し、代表的な規格・単位(換算規格)に換算したうえ、

四捨五入により100の整数倍で表示した。

(注1)数値は、製品の規格別に報告された数量を集計し、代表的な規格0単位(換算規格)に換算したうえ、四捨五入により100の整数倍で表示した。
(注2)「24年度末在庫量(見込)」及び「供給可能量」の表は、参考である。

血液製剤の種類 換算規格 製造目標量

アルブミン 25%50m11'幅 1,835,700

乾燥人フィブリノゲン 1瓶 7,500

組織接着剤 ２ｍ 6,320,000

血液凝固第Ⅷ因子 1000単位 1瓶 90,700

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子 1000単位 1瓶 45,600

インヒビター製剤 延人数 0

ヒト血漿由来乾燥血液凝固第XⅢ 因子 1瓶

トロンビン 10000単位 1瓶 12,600

人免疫グロブリン 2.5s 1fE 1,769,900

抗HBs人 免疫グロブリン 1000単位 1瓶 400

乾燥抗D(Rho)人 免疫グロブリン 1000倍1瓶

抗破傷風人免疫グロブリン 250単位 1瓶

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ 500単位 1瓶 439,000

乾燥濃縮人活性化プロテインC 2500単位 1瓶 0

人ハプトグロビン 2000単位 1瓶 46,400

乾燥i濃縮人CI―インアクチヘ―゙ター 1瓶 0



血漿分画製剤の分類内訳表

(参 考)
平成 25年 度 に配分 される原料血漿の標準価格の考 え方

<基 本的考え方>
日本赤十字社で1ま輸血用血液の確保と原料血漿の確保が並行して行われているが、

人員をはじめ施設、装置等は兼用されている。このためtこ れらを明確に切り分ける
ことは困難であるが、採血関連業務の中で、原料血漿の確保のために必要と考えられ
る部分について費用を積算し、原料血漿の価格を計算する。【原価計算方式】

○血漿成分採血は、必要経費を積算。但し、献血全般に共通する事項や他の献血者
にも同様に広く行われるサTビ スに係る経費を除く。

○全血採血及び血小板成分採血は、主として、赤血球製剤及び血小板製剤を製造す

こtr鼻[象塁島勇菖盆象凛曇号量責詈澤揆吾暑岳憂号彗著者量モモ讐吾看暑b
もの。

1 凝 固因子製剤用
(1)原 料血漿の配分量

配分量は、確保目標量と同量の_92万 リットル (A)と する。

(2)価 格の算定方法

原料血漿92万 リットルの確保から供給までに必要な経費を積み上げ、この

(3)算 定の根拠
日本赤十字社が提出したデータを使用することとし、材料費等 (材料費、人件

震む言言準冨群 菫言浬昌子督チ
ユと二2単 ■生直二2塞 鐘

千
二五王率ヱヱ生重

(4)採 血方法別の原料血漿の配分量
各採血方法別の確保量の割合で92方 リットルを按分し配分量 (D)と する。
確保量の割合は、平成25年 度献血推進計画 (案)に 則り日本赤十字社が策定

した平成25年 度の事業計画 (案)と した。

計算式 : B〓 Σ (Cn× Dn)/Axl.o5(lo円 未満切り上げ)

(nは 採血方法 を示す。)

2 そ の他の分画用
血液凝固第Ⅷ因子製剤が製造できない点を考慮して、凝固因子製剤用から所要額を割

り弓Kものとするため、前年度価格に凝固因子製剤用原料血漿の価格改定率を乗じ新価格
とする。(10円未満切り上げ)

種 類 内 訳

アルブミン 加熱人血漿たん白

人血清アルプミン

遺伝子組換え型人血清アルプミン

乾燥人フィプリノゲン 乾燥人フィフ
・
リノゲン

組織接着剤 フィプリノゲン加第XⅢ因子

フィフ
゛
リノケ

゛
ン西己(キ斉J

血液凝固第Ⅷ因子(遺伝子組換え型含む) 乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子

遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子

垂響彗炉
人血液凝固第Ⅸ因子(複合体及び遺伝子組換え 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体(国内製剤)

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子

遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子

インヒビター製剤 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体(輸入製剤)

活性化フ
・
ロトロンピン複合体

乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体

遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子

ヒト血漿由来乾燥血液凝固第XⅢ 因子 ヒト血漿由来乾燥血液凝固第XⅢ因子

トロンビン(人由来) トロンビン(人由来)

人免疫グロブリン 人免疫ク
゛
ロプリン

乾燥イオン交換樹脂処理人免疫グロフ
・
リン

乾燥スルホ化人免疫ク
・
ロフ

・
リン

pH4処理酸性人免疫ク
・
ロフ

・
リン

乾燥pH4処理人免疫ク
・
ロプリン

乾燥へ
゜
フ
・
シン処理人免疫ク

・
ロプリン

ホ:リエチレンク
・
リコール処理A免 疫ク

・
ロフ

゛
リン

乾燥ホ
゜
リエチレンク

・
リコール処理A免 疫ク

・
ロフ

・
リン

抗HBs人 免疫グロプリン 抗HBs人免疫ク
・
ロフ

・
リン

乾燥抗HBs人免疫ク
゛
ロフ

・
リン

ホ
゜
りエチレンク

・
リコール処理抗HBs人 1免疫ク

゛
ロフ

゛
リン

乾燥ホ
゜
"チレンク

゛
リコール1処!王里抗HBsA免 疫ク

・
ロフ

゛
リン

乾燥抗D(Rho)人 免疫グロブリン 乾燥抗D(Rho)人免疫ク
・
ロフ

・
リン

抗破傷風人免疫グロブリン 抗破傷風人免疫ク
゛
ロフ

・
リン

乾燥抗破傷風人免疫ク
゛
ロフ

・
リン

ホ
゜
リエチレンク

・
リコール処理抗破傷風人免疫ク

・
ロフ

・
リン

乾燥ホ
・
リエチレンク

・
リコール処理抗破傷風人免疫ク

゛
ロフ

゛
リン

乾燥濃縮人アンチトロンピンⅢ 乾燥濃縮人アンチトロンピンⅢ

乾燥濃縮人活性化プロテインC 乾燥濃縮人活性化フ
・
ロテインC

人ハプトグロビン 人ハフ
゜
トク
゛
ロヒ

゛
ン

乾燥濃縮人CI―インアクチヘ―゙ター 乾煩鷺]農編]ACl―インアクチヘ―゙ター

(注)安全な血液製剤の安定供給等の確保に関する法律施行規則に掲げる需給計画の対象となる血液製剤をその適応により分類した。



積算する費用 (凝固因子製剤用)

材料費                        `

全血採血及び血小板成分採血については、原料血漿として分離後の凍結0-時 保管に

関するもの等を積算する。血漿成分採血は全額を積算。

人件費

全ての採血種別で原料血漿の凍結に要する費用を積算する。
血漿成分採血では献血者に対応する医師、看護師及び事務職員の人件費並びに血液

検査の実施に係る人件費も積算する。

経費

全血採血及び血小板成分採血については、原料血漿として分離後の凍結・一時保管に

関するものを積算する9血漿成分採血では、成分献血登録者に対する献血依頼経費、献血

者に対する処遇費、採血、検査、製造(凍結)に関する経費も含めて積算する。
全血採血において、自血球除去の導入に伴い、原料血漿の製造に生じた経費 (減価

償却費、りニス料等)も 積算する。

管理供給費

原料血漿の搬送・貯留保管に要する経費を積算する。

経  費 採 血 種

全血 (200及び400) 血小板成分 血 漿 成 分

材料費 一部
(シングルハ

・
ック代相当、製品表示ラベル代)

全額

(採血キット、薬品費、
止血 ・消毒用消耗品

検査用試薬、製品表示ラヘ
゛
ル等)

人件費 原料血漿の凍結 ・一時保管費 (製剤職員費)

医師 (検診)看 護師 (検診 ・採血

検査職員 (生化学等検査)

事務職員 (受付 ・応対)

経  費 <製 造>機 器等保守料 0減価償却費及び光熱水料 (凍結 ・保管費)

白血球除去の導入に

伴 い生 じた経費 (減

価償却費tリ ァス料

等)

登録者依頼経費、処遇費 (記念品)
<採 血>:装 置借料、減価償却、

保守

<検 査>:検 体送料、光熱水料

機器保守、減価償却

管理供給費 原料血漿輸送 ・貯留保管経費
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平成 25年 度原料血漿価格 (案)に ついて

I 従 来の原価計算方式に基づく価格 (括弧書は平成24年 度価格)

1.凝 固因子製剤用   11, 190円 /L (11, 570円 /L)

2.そ の他の分画製剤用 10,230円 /L (10, 570円 /L)

原料血漿価格に関する議論等について

血漿分画製剤の供給のあり方に関する検討会最終報告書 (抜粋)(H24。3.6公表)

第4 提 言

(1)～ (2) (略 )

(3)輸 血用を含めた血液製剤全般のコス ト構造のあり方について

①  (略 )

②アルブミン製剤など血漿分画製剤の価格等について

アルブミン製剤の国内自給率が低下している要因として、原料血漿価格を含
む製造コス トが高いことなどが考えられる。今後、国は、血液事業の運営に支

障を来さないように配慮しつつ、:星料血漿価格についても適正な価格の調整を

考えていくべきである。(以下略)

(4)～ (9) (略 )

Ⅲ 調 整案

Ⅱを踏まえ、血液事業の運営に支障を来さないよう、 Iに より算出 した価格の△ 5%

とする。(括弧書は平成 24年 度標準価格)

縮
機
器
悴
摂
目
翠
仲
＋
憔
Ｋ

田

(1)凝 固因子製剤用   10, 640円 /L

(2)そ の他の分画製剤用  9,720円 /L

( 1 1 ,  0 0 0円 / L )

( 1 0 ,  0 5 0円 / L )

※ 米 国の原料血漿価格  10, 853円 /L(平 成 23年 )
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DttB+C

平成25年 度需要見込関連表

血漿分画製剤の自給率の推移(供給量ベニス)
自
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種 類 換算規格

H24年1費

供給見込(※)

H24年度末

在庫見込

H25年度製造

輸入見込量

H25年1童

供給可能量

H25年度

需要見込量

H25年度末

在庫見込量

在庫量
(ケ月分)

アルブミン 25%50m11瓶 2,992,000 703,700 3,070,900 3,774,600 3,028,200 746,400 3.0

乾燥人フィブリノゲン lg l瓶 6,600 1,800 7,500 9,300 6,500 2,800 5.2

組織接着剤 Cぷ 12,095,600 2,119,100 13,558,400 15,677,500 12,492,100 3,185,400

血液凝固第Ⅷ因子(遺伝子組換え型含
む)

1000単位 1瓶 524,900 215,000 508,700 723,700 506,500 217,200

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子(複合体
含)

1000単位 1瓶 76,200 40,100 96,300 136,400 89,000 47,400 6.4

インヒビタニ製剤 延人数 27,300 10,900 23,500 34,400 25,000 9,400 4.5

ヒト血漿由来乾燥血液凝固第XⅢ 因子 1 瓶 134,700 28,500 132,000 160,500 117,100 43,400 4.4

トロンビン(人由来) 10000単位 1瓶 20,900 19,200 12,600 31,800 17,200 14,600 10.2

人免疫グロブリン 2.5g l瓶 1,786,400 403,500 1,856,100 2,259,600 1,800,700 458,900

抗HBs人 免疫グロブリン 1000単位 1瓶 17,800 12,600 15,200 27,800 17,600 10,200 7.0

乾燥抗D(Rho)人 免疫グロブリン 1000倍 1瓶 12,500 8,600 14,300 22,900 11,300 11,600 12.3

抗破傷風人免疫グロブリン 250単位 1瓶 62,700 29,600 61,800 91,400 67,600 23,800 4.2

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ 500単位 1瓶 447,000 109,300 439,000 548,300 430,000 118,300 3.3

乾燥濃縮人活性化プロテインC 2500単位 1瓶 300 300 100 6.0

人ハプトグロビン 2000単位 1瓶 45,000 6,800 46,400 53,200 40,000 13,200 4.0

乾燥濃縮人CI―インアクチヘ―゙ター 1 瓶 1,700 1,300 2,100 1,400 6.0

※平成24年4月～12月供給実績値より算出(X12月 /9月 )

注1:遺伝子組換え製剤を含む

注2:遺伝子組換え製剤を含まず
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主な血漿分画製剤の自給率の推移(年度口供給量ベース)

100%

※H24年度(見込)は、平成24年4～12月の供給実績値より算出(X12月/9月 )

自給率100%のもの

乾燥人フィフ
・
リノゲン、血液凝固第Ⅷ因子 (血液由来に限る)、乾燥濃縮人血液凝固第X因 子 (複合体含む、血液由来に限る)、トロンピン、乾燥濃縮人活性化プロテインC、人ハプトグロビン、

乾燥濃縮人アンチトロンピンⅢ ｀

自給率0%の もの

インヒヒ
・
ター製剤、乾燥濃縮血液凝固第XI因 子、乾燥抗D(Rho)人免疲グロフ

・
リン、抗破傷風人免疫ク

・
ロフ

・
リン、乾燥濃縮人CIァインアクチヘ―゙ター
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H 2 1年

度

H22年

度

H23年

度

H24年

度

(見込)

H25年

度

(見込)

― 乾燥濃縮人アンチトロンヒ
゛
ンⅢ 84.5% 88.0% 94.9% 96.3% 97.4% 98.1% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

{卜 人免疫ク
・
ロフ

・
リン 86.9% 87.5% 88.6% 91.2% 95。9% 95。9% 95。1% 95。1% 95.3% 95.6% 95.3%

~組 織接着剤 41.5% 40.7% 45.3% 49.6% 47.9% 45.0% 45。7% 47.4% 44.0% 44.3%

→←血液凝固第Ⅷ因子(遺伝子組換え製剤を含む) 44.1% 39。9% 39。3% 35.6% 30。5% 29.6% 24.8% 21.8% 19.0% 16.9% 18.2%

~ア ルプミン(遺伝子組換え製剤を含まない) 47.5% 50.2% 53.7% 56.8% 62.8% 60.5% 58.5% 58.2% 58.5% 58.3%

― 抗HBs人 免疫グロプリン 3.2% 2.2% 2.8%′ 2.4% 2.0% 2.2%

原料血漿確保実績(平成22年 4月 ～平成25年 可月)
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平成22年度確保実績:995,850L(達成率103.7%)

平成23年度確保実績:956,582L(達成率100.7%)

平成24年度確保実績:808,671L(達成率 85.2%)

※平成24年度は4月～1月までの実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月   10月  11月  12月 1 月
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原料血漿価格(日米)の推移
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米国における原料血漿価格はTha Phsma FracJoハs Mark`ts in the unted States
(The Markeung Research Bureau lnc)ょり
為替レートはIMF Wo‖d Economic OuJ∞kの指標を使用。

アルブミン製剤の供給量(遺伝子組換え型含む)と自給率
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※H24年度(見込)は、平成24年4月～12月供給実績値より算出(X12月 /9月 )



5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

血液凝固第Ⅷ因子製剤の供給量(遺伝子組換え型含む)

と国内血漿由来製剤の割合
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※H24年度(見込)は、平成24年4月～12月供給実績値より算出(X12月 /9月 )
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※H24年度(見込)は、平成24年4月～12月供給実績値より算出(X12月/9月 )
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需給計画の状況 (平成23年 度～平成25年 度)
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